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標

本

論

の

般

化

の

問

題

-
Z
T
d
E
2・

EFの
所
論
に
つ
い
で

1
l

青

山

秀

夫

現
代
の
統
計
理
論
は
v

そ
の
概
念
国
式
に
於
て
も
、

~ 

そ
の
問
題
構
成
に
於
て
み
統
的
な
統
計
理
論
に
比
べ
て
、
著
る
し
〈
1
i
-

全
然
、
と
云
っ
て
い
い
ほ
ど
著
る
し
く
|
卜
面
目
を
異
民
し
て
い
る
。

E
う
し
た
愛
ル
刊
は
史
時
イ
ギ
サ
ス
の
生
物
統
計
県
者
R
・A
・

フ
d
h
v
ャ
、
ー
の
業
績
に
曲
来
ず
る
。

一
九
一
一

0
年
代
の
始
め
、
例
え
ば
論
文

亡
。
ロ
岳
命
目
R
Z
E喜一

B
-
r岡田
臼

m
g
E
。『帥
V01

2
0
F
n邑

mZH官
官
∞
¥
】
司
E
g
o
-
t
F円
巳
同
aEロ置のロ。

s
u「
任
命
問
。
}
巴
由
。
E
E
H
O『
円
自
白
o
p
白
2
2
K
F
4。一

M
M
F
同
盟
国
同
或
い
は

著
書
三
田
一
r
E石
弘
田
空
『
。
砕
「
O同
耳
目
mwRFJ吉
井
耳
、
J
H
E
E
4
同
盟
国
国
'
左
E
に
於
て
、
フ
L
イ
シ
ャ

1
は
イ
ギ
リ
ス
経
験
主
義
の
俸

統
忙
慕
き
な
が
ち
、
統
計
的
推
論

E
H
E
R
P
-
E
F
F男
。
の
論
理
と
武
器
と
を
再
構
成
す
る
こ
と
社
試
み
た
が
、
こ
と
で
彼
が
奥
え

た
新
し
い
概
念
闘
式
と
新
し
い
問
圏
構
成
と
が
現
代
統
計
理
論
の
展
開
の
某
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

苫
て
此
の
理
論
統
計
畢
の
飛
躍
的
脅
展
に
営
っ
て
そ
の
一
つ
の
重
要
在
来
礎
を
友
し
た
も
の
ぼ
標
本
論
岳

8
4
。
ご
阿
国
立
宙
開
で

あ
っ
た
。
停
統
的
統
計
調
論
忙
於
て
か
の
ガ
ウ
ス
し
ラ
デ
ラ
1

ス
丹
誤
差
法
則
な
ち
び
に
そ
れ
陀
立
脚
す
る
誤
差
論
が
重
要
友
役
割

一
方
陀
於
，
て
は
、
古
典
的
誤
差
論
が
有
し
た
不
合
理
な
前
提
か
ち
自
由
に
、
合
理

を
演
じ
て
い
る
と
と
は
周
知
の
題
の
で
あ
る
が
、

標
本
輸
由
一
般
化
の
問
題

静
六
+
二
種

四
五

第

揖

四
五



帯、

標
本
請
の
一
般
化
の
問
題

事
六
+
ニ
容

的
に
理
論
E
構
成
す
る
と
と
も
忙
、
他
方
に
於
て
は
、
統
計
的
研
究
作
業
へ
の
確
率
論
の
遁
用
範
園
を
飛
醐
階
的
ピ
擁
大
し
た
も
の
が

加
の
標
本
論
に
他
な
ち
な
か
っ
た
。
フ
ィ
シ
ャ
ー
は
、
此
の
標
本
論
主
み
づ
か
ち
展
開
し
友
が
ち
、
然
も
‘
そ
の
成
田
市
が
全
幅
的
に

利
用
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
統
計
理
論
の
概
念
闇
式
ト
一
問
題
構
成
と
を
再
編
成
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
統
計
理
論
上
の
業
績
は
此
の
模

様
本
論
の
展
開
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
彼
の
統
計
理
論
の
基
礎
に
あ
る
も
の
は
、
か
の
「
ロ
ヂ
ツ

回

大

第

捜

回
大

ク
・
オ
プ
・
チ
ヤ
Y

ス
」
(
初
版
一
八
六
六
年
)
の
著
者
。
ヨ

V
・ず
z

v

h
仏
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
イ
ギ

p
ス
経
験
主
義
的
な
確

李
総
」
(
ア
ル
ネ
・
フ
ィ
シ
ャ

I
)

で
あ
る
が
、
此
の
経
験
主
義
的
在
確
率
論

E
統
計
理
論
に
ま
で
結
買
さ
せ
る
に
営
っ
て
模
本
論
が
決

定
的
な
役
割
主
演
じ
た
と
と
は
否
定
し
難
い
方
あ
ろ
う
。

現
代
統
計
理
論
に
於

τ標
本
論
の
意
義
は
か
く
の
如
〈
重
大
で
あ
り
、
従
円
J

て
吉
た
、
現
代
統
計
理
論
の
展
開
の
一
ヲ
の
重
要
な

中
心
は
標
本
論
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
と
と
で
は
H
・
レ
ヴ
ィ
と
L
-
m
ス
と
が
モ
円
共
著
に
か
か
る
寸
確
率
論
要
論
」
(
食
同
]
3
E
Z

。『司
S
F
E
H
q
J
O
M
F
E
E
U由
)
に
於
て
展
開
し
て
い
る
標
本
論
仕
開
し
て
、
若
干
の
解
説
と
批
判
と
主
試
み
た
い
と
思
う
。
フ
ィ
シ

ャ
1
以
来
、
標
本
論
は
概
ね

E
常
分
布
吉
岡
自
民
島
県
ロ
ヴ
E
Eロ
を
有
す
る
母
集
園
田
己
宮
E
E
F
(官
耳
旦
)
ロ
E
耳
目
白
を
前
提
し
て
展

開
さ
れ
来
っ
た
の
陀
濁
し
て
、
此
の

L
R
理
論
(
臥
下
H
0
4
M
g
F
町
所
輸
を
と
う
呼
五
ζ
'
?と
ナ
る
)
は
、
新
し
い
観
鮪
を
加
え
る
と
と

失

l
d『
J

.

.
 ，.早々

此
の
前
提
か
ら
自
由
に
全
く
一
般
的

K
標
木
論
主
構
成
し
よ
う
と
し
て
争
り
、
此
の
鞘
比
於
宅
注
目
に
値
す
る
か
ら
で

に
よ
っ
て
、

あ
る
。か

よ
う
に
本
稿
は
L
R
理
論
の
解
説
止
批
判
と
を
根
本
の
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
現
代
務
詩
理

論
の
内
容
宜
、
必
要
な
隈
り
陀
於
て
、
続
明
し
て
骨
く
の
が
便
宜
で
な
い
か
と
思
う
。
吾
園
円
座
界
の
現
状
か
ち
一
E
っ
て
、
成
程
、

自
然
科
皐
の
方
面
で
は
、
多
く
の
有
能
庭
教
皐
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
現
代
統
計
理
論
は
想
見
普
及
を
見
る
に
到
っ
た
が
、
吾
、

子



の
杭
品
開
制
押
掴
阜
の
領
域
で
は
、
そ
の
必
要
が
な
い
わ
げ
で
は
な
い
に
も
拘
わ
ち
守
、
此
の
新
し
い
概
賭
は
一
般
に
親
ま
れ
る
に
い
た
ち

十
、
従
っ
て
、
此
円
鮪
に
つ
い
て
或
る
程
度
繋
備
的
誘
明
た
試
み
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ち
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
意
味

に
於
て
、
先
字
、
「
7

4

U
ャ
ー
に
於
て
理
論
統
計
撃
の
問
題
は
ど
う
再
構
成
さ
れ
た
か
、
者
た
、
そ
れ
に
於
て
標
本
論
は
"
と
ラ
い
ラ
/

地
的
刊
を
占
d
目
、
ど
う
い
号
課
題
た
負
わ
き
れ
る
か
‘
」
-
更
に
亦
、
寸
先
に
正
常
分
布
主
有
す
る
母
集
闘

E
前
提
し
て
構
成
苫
れ
る
左
い

っ
た
現
代
標
本
論
は
ど
う
い
う
内
容
の
も
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
所
典
。
課
題

E
果
ず
か
じ
と
う
い
弓
賄
に
つ
い
て
フ

ィ
シ
ャ
ー
の
現
諭
を
概
読
し
、
然
る
後

L
R
理
論
に
進
む
と
と
と
す
る
。

， 

先
づ
、
問
題
の
例
一
示
に
よ
っ
て
¥
フ
ィ
シ
ャ

l
的
な

1
1従
っ
て
現
代
統
計
理
論
の

!
J概
念
園
式
と
問
題
構
成
と
を
靖
明
し
ょ

う

a長

以
下
問
ず
る
と
と
る
は
古
と
し
て
フ
ィ
弓
ー
の
上
掲
文
献
に
よ
る
が
、
最
近
の
実
営
理
論
統
計
串
の
丈
献

1
iそ
れ
ら
は
晴
ん
ど
凡
て
ア
ィ
シ

ャ
ー
の
線
に
泊
つ
ア
一
展
開
吉
れ
る
!
1
1
に
於
て
も
苦
々
は
暗
4
E
つ
ね
に
同
様
の
設
明
に
遭
遇
す
る
。
例
え
ば
戸
図
。
吋
，
M
吻官
C
吋

v
o
h
M
O
P
E
ω

。『

m
E
E再
開
、
同
国
内
山

Z
-
H
b
E
S
同

myh
ロ
耳
印
刷
dm骨
B
♂
盟

EFmmz巴
自
邑
戸
。
昏
w
E
E
H
O
ω
♂

耳

目

国
t
o
g
出

F
E
g
E
4
5巳
宵
E
E
R
t

m
H
E
Z
E
n
g
目。
4
J
E再

H
。
白
山
戸
阿
川
同
・
同
早
耳
切
除
回
目
可
O八回
目

n
p空
白

Z
S
。
L
n
E
m
F
Z
m時困
B
H
E
R
r
。
代
田
P
Z句
者

JRO円
r
H
C
ω
閉
山
・
口
出
。
B
E
g
-

冨

ws。
骨
o
r
z
向
島
市
民
己
、
r
g
H
一
閉
山
g
z
o
a
v
Jヘ2
M
W
H
C
曽
・
な
ど
を
見
ょ
。

問
題
例
。
或
る
電
球
出
附
が
製
遁
護
者
か
ら
「
平
均
の
持
続
時
間
、
五
、

0
0
0時
間
」
と
い
わ
れ
d

る
銘
柄
の
電
球
史
多
量
買
い
、
念

の
た
め
、
此
の
中
か
ち
何
色
作
怨
す
る
長
と
る
な
〈
九
個
取
出
し
て
持
棋
時
聞
を
検
奈
し
た
と
と
ろ
、
上
記
問
わ
結
果
b
L
得
た
。
此

の
九
個
の
標
本
の
持
続
時
間
の
平
均
は
阿
、
五

0
0時
間
(
な
市
標
準
偏
差
位
五
七
六
時
間
)
で
あ
る
が
‘
製
話
業
者
の
「
平
均
持
続
時
間

標
本
論
町
一
舵
化
の
問
題

第
六
+
ニ
巻

四
七

負即 /多再

披

四
ー包



標
本
前
回
一
般
化
の
問
題

静
六
十
=
巷

四
八

第

蛾

四
J、

伺

a

人主、

0
0
0時
間
」
と
い
う
主
張
は
比
の
賢
験
結
果
か
ち
云
つ
亡
、
ど
己
吐
で
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

1

3

2

2

1

'

 
さ
て
此
の
問
題
例
で
問
題
正
な
J

っ
て
い
る
の
は
.
明
か
匹
、
電
球
商
が
製
法
業
者
か
ら
買
っ
た
電
球
全
健

聞

の

怯

質

で

あ

る

。

合

枇

側

一

は

と

れ

に

う

い

τ
そ
の
持
続
時
聞
の
平
均
が

E
、
0
0
0時
間
で
あ
る

E
と
を
主

0

0

0

0

0

 

川
川
町
山
閉
山
ノ
加
川
町
山
張
す
る
が
、
電
球
商
に
と
っ
七
は
、
と
れ
は
「
験
霞
」
を
要
す
る
仮
設
で
あ
る
む
と
と
ろ
で
此
の
電
球
群
全

l

E

5

4

4

2

 

i
1川
J
1
憾
に
つ
い
て
「
害
の
平
均
持
続
時
聞
を
知
る
道
は
勿
論
在
し
な
い
。
吾
主
知
り
得
る
の
此
の
「
母
集
圏
」
か

ー
ち
抽
出
し
た
「
標
本
」

(mgZ)
の
持
続
時
間
だ
け
で
あ
り
、
吾
、
は
此
の
観
察
所
興
す
官
官
官
民
自
己

E
互
に
基
い

τ、
母
集
圏

の
平
均
持
続
時
聞
を
見
積
り
、
所
奥
の
仮
定
桁
吟
味
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

統
計
的
操
作
が
直
面
す
る
諸
、
の
問
題
が
こ
れ
と
同
様
の
構
造
主
有
す
る
と
左
は
明
か
で
あ
る
。
自
然
科
皐
・
投
稿
の
領
域
に
於

て
は
勿
論
、
経
済
続
計
・
枇
合
統
計
の
領
域
に
於

τ也
、
例
え
ば
坪
刈
り
に
よ
る
牧
獲
高
の
推
算
・
世
調
調
奈
な
ど
に
於
て
同
様
の

問
題
が
存
ず
る
己
と
ほ
明
か
で
あ
る
σ

吾
ミ
は
此
等
の
統
計
の
問
題
忙
共
通
夜
椿
話
吾
、
一
暦
立
入
っ
て
芳
え
ね
ば
左
ち
由
。

一
方
に
於
て
は
吾
ミ
の
部
分
間
企
経
験
事
責
か

¥ 

F

明
か
忙
此
等
の
問
題
に
於
て
吾
ミ
は
、
上
記
の
問
題
例
が
明
瞭
比
一
軍
す
よ
う
に
、

ち
出
裂
し
て
一
一
厨
一
般
的
化
安
営
す
る
知
識
に
到
達
す
る
と
と
、
他
方
に
於
て
は
一
般
的
「
姿
常
す
べ
き
任
務
を
有
す
る
作
業
仮
設

を
個
別
的
な
粧
除
草
貨
に
よ
っ
て
験
詮
す
る
こ
と
、
己
の
こ
と
を
以
て
研
究
の
課
題
と
し
て
い
る
ロ
然
し
か
よ
う
に
一
般
的
法
則
を

経
験
的
事
事
と
結
合
す
る
と
'c
は
、
経
劇
科
阻
型
的
研
究
一
般
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
り
、
。
此
の
賠
だ
け
忙
統
計
の
問
題
の
特
徴
主

求
め
る

E
と
は
出
来
危
い
。
統
計
町
問
題
の
特
徴
的
構
造
は
、
と
う
い
う
経
験
科
皐
一
般
弘
通
や
る
課
題
が
そ
と
で
特
に
如
何
な
る

形
を
呈
す
る
か
、
と
い
う
艦
船
に
求
め
ち
れ
ね
ば

K
8泊。

此
の
場
令
院
集
固
は
、
完
全
に
伺
質
的
な
も
の
か
ち
成
り
d

従
っ
て
-
個
の
佃
憾
に
う
い
て
分
析
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
此
の
母

j 



集
闘
の
中
の
個
惜
が
凡
て
知
悉
し
得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
左
も
の
で
は
友
い
。
庇
集
圏
在
構
成
す
る
個
穂
は
、
相
集
う
て
一
一
仰
の
集

闘
を
形
成
し
得
る
に
足
る
4
1
け
、
同
開
割
的
左
側
面
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
然
し
様
ミ
の
偶
脇
田
的

F
H
E骨
ロ

E)
念
事
情
K
も
と
づ
い
て

そ
悶
悶
陀
な

htE別
が
可
能
で
あ
る
。
此
の
阪
別
は
}
例
へ
ば
世
論
調
査
の
「
或
る
内
閣
に
賛
成
か
ど
う
か
」
と
い
う
よ
う
に
悦
質

的
に
な
さ
れ
る
と
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
上
記
句
問
題
例
一
に
於
尤
電
球
が
持
続
時
間
に
よ
っ
ヱ
直
則
さ
れ
た
主
ち
に
数
量
的
忙
な

さ
れ
る
己
と
も
あ
ろ
う
し
、
吏
巨
)
ま
た
、
後
の
場
合
に
於
て
も
数
量
的
標
識
が
木
蓮
績
に
竣
る
場
合
と
蓮
綾
的
に
費
る
場
合
と
が
匪
・

別
で
き
る
が
、
然
し
此
の
国
別
は
ど
う
で
も
止
い
。
形
式
的
に
は
、
現
別
の
標
識
が
連
績
的
に
痩
動
す
る
痩
数
で
表
わ
さ
れ
る
場
合

を
考
え
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
(
他
町
場
合
は
そ
の
特
昧
の
場
合
左
靖
倣
し
て
大
陸
差
支
え
な
い
か
b
で
品
る
)
。
以
上
母
集
圏
に
つ
い

て
叙
べ
た
と
同
様
円
己
と
は
標
本
に
つ
い
て
本
安
営
す
る
で
あ
ろ
う
。
標
本
は
よ
記
の
よ
う
左
母
集
固
か
ら
抽
出
さ
れ
た
一
個
回
調

わ
ぽ
低
衣
の
集
岡
で
あ
る
。
従

wuτ
、
そ
れ
に
於
て
も
上
記
と
同
様
の
(
数
量
的
)
標
識
に
も
と
づ
〈
直
別
が
可
能
で
あ
る
。
統
計
皐

で
ほ
か
や
う
な
(
数
量
的
)
標
識
す
獲
量
宮
崎
宮
内
旦
と
呼
ぶ
が
、
吾
、
、
ほ
此
の
費
量
の
概
念
か
ら
出
費
し
て
、
共
に
分
布
2
5
E
E
F己

及
び
分
布
法
則

T
4
邑

E
a
E忌
zo
与
の
概
念
を
の
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

よ
記
の
問
題
例
児
一
於
て
、
鍵
還
は
、
明
か
に
1
電
球
m
U

持
頴
時
間
で
あ
る
が
、
此
の
醐
陸
軍
が
モ
れ
わ
種
!
の
可
能
な
数
値

1
例
え
ば
玉
、

C
0
0時
間
ー
を
と
る
同
教
は
、
上
記
の

mwが
示
す
よ
う
に
、
可
能
な
数
値
に
癒
じ
下
夫
、
異
な
っ
て
い
る
。
恰
も

官
の
分
布
に
よ
っ
て
夫
ミ
の
個
人
が
異
っ
た
官
主
有
す
る
よ
う
に
、
、
度
数
も
ま
た
費
量
が
と
り
得
る
夫
、
の
伎
に
分
布
さ
れ
て
、
数

値
は
夫
夫
異
る
度
数
主
有
す
る
が
、
と
れ
を
分
布
と
呼
び
モ
の
様
式
を
介
布
一
法
則
と
い
う
。
苫
て
、
比
の
分
布
法
則
と
し
て
従
来
屋

、
代
表
的
l
t
看
徹
さ
れ
た
の
は
所
謂
正
常
分
布

{SHE-
品

FEE-a
で
あ
る
。
即
ち
、
「
費
量
の
大
苫
が
誌
と
午
舎
と
の
聞

に
持
ち
る
個
慣
の
数
が
集
圏
全
憾
の
大
さ
に
比
較
し
て
如
何
な
る
割
合
主
占
め
る
か
」
が

さ
て
、

ダ

標
十
時
時
酬
の
一
般
化
の
問
題

第
六
十
二
巻

四
ブし

告書

盟

組
ブL

、

-



.
梶
本
論
の
一
般
化
の
問
題

で
奥
え
ら
れ
る
場
合
(
第
一
回
回
参
照
)
で
あ
る
。
勿
論
分
布
法
則
が
か
く
の
如
き
形
を
と
る
必
然
性
は
ど
己
に
も
な
く
、
分
布
曲
線
は
種

ミ
さ
ま
ざ
ま
円
形
を
と
り
得
る
が
、
然
し
そ
れ
が
如
何
在
る
形
を
と
る
に
せ
よ
、
兎
に
角
分
布
法
則

は、
f

此
の
疋
常
介
布
円
例
が
一
市

f
zう
に
、
上
記
の
缶
、
の
如
き
若
干
個
の
集
閤
構
造
係
数
を
も
っ

と
と
ろ
の
、
鍵
量
ぬ
の
函
数
と
じ
て
表
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

q
F
i
f

ヘ

L
y

aw
に
於
て
離
茸
を
正
規
牝
{
図
。

E
品
目
}
し
て
於
U
τ
l
S
E
E
b割
け
ば
聞
の
画
数
は

十
川

l
m
J
4
1
E

W
¥
回
司

岡僚

と
と
に
豆
町
、
が
般
陀
集
固
と
呼
ぶ
も
の
は
、
費
量
(
数
量
的
標
識
)
を
属
性
と
し
て
い
も
つ
伺
隠
の
集
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
部
で
分
・

布
法
則
が
考
内
ら
れ
る
U
も
の
、
川
町
ち
オ
ス
カ
ア
・
ア

y
ダ
l
ツ
Y
円
所
謂
ど
の

2自
己
百
九
(
「
数
理
統
計
皐
序
前
」
一
士
五
年
〕
で
あ

(
回
)ゾ人;

包"

y=写 ~e--2-〆Eπ

J 、

第
六
十
二
巻

五
O 

第一

l
ニ
掛

主

O 

川

‘

l
J剛叫
l
L
S

¥
岡
引
q
宅

正常分布曲線

--凶
J 

確
車
輸
な
い
し
統
計
理
舗
の
教
科
書
は
暗
ん
E
凡
ご
比
の
形
児
於
て
此
白

J

函
教
の
積
分
の
値
E
表
示
し
て
い
る
。
眼
下
、
本
稿
で
は
一
部
の
革
者
の
呼
万
に
依
っ
て
雌
の
衰
を
確
車
積
分
表
包
呼

正
在
型
、
最
早
也
、
を
合
ま
な
，
、
な
る
。

ぶ
と
と
に
ず
る
。

、、

る
が
、
明
か
に
、
上
記
の
母
集
圏
も
標
本
も
と
も
に
此
の
意
味
円
集
国
で
あ
り
、
従
っ
て
分
布
法
則
が
考
え
ち
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
此
で
分
布
法
則
を
規
定
す
る
構
遁
係
数
で
あ
る
が
、
以
下
叙
ベ
る
理
由
に
よ
っ
て
、
統
計
的
研
先
に
於
て
決
定
的
重
要
性

を
も
つ
の
は
此
の
集
闘
棒
浩
係
数
で
あ
り
、
然
も
、
此
の
集
闘
構
誼
係
数
に
つ
い
て
母
集
闘
の
そ
れ
と
標
本
の
そ
れ
と
を
恒
別
し
て



考
え
る
ζ
と
が
必
要
で
あ
る
。
吾
、
、
低
母
集
圏
の
構
造
係
教
を
バ
ラ
d
r
l
タ
1
(官
日
言
。

nZ
と
呼
び
、
標
本
の
そ
れ
を
統
計
伎

会

E
Z
M
B
)
と
呼
ぷ
と
と
と
ず
る
。
直
ち
忙
明
か
な
占
う
に
統
計
値
例
え
ば
平
均
、
標
準
偏
差
或
は
相
関
係
数
等
は
輿
え
ら
れ

た
標
本
か
ち
直
ち
に
そ
の
数
値
が
算
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
バ
ラ
メ
l
グ

1
は
未
知
で
あ
り
、
推
定
す
る
他
左
音
も

の
で
あ
る
y
従
っ
て
統
引
値
は
、
観
暴
所
奥
か
ち
算
出
さ
れ
此
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
見
積
り
忙
殺
立
つ
如
き
も
の
で
あ
る
。
此
の
鮪

後
に
詳
論
さ
れ
る
が
予
め
注
意
主
要
す
る
。

以
上
に
於
て
若
干
の
裳
礎
概
念
が
明
か
に
さ
れ
た
。
然
ち
ば
標
本
に
も
と
A
Y
い
て
母
集
園
を
推
知
す
る
と
い
ふ
己
と
は
果
し
て
如

何
な
る
苦
味
を
も
つ
か
。
吾
ー
は
科
畢
的
研
究
作
業
に
於
い
て
統
計
的
操
作
が
も
っ
意
義
に
ま
で
立
踊
っ
て
と
の
と
と
を
考
え
ね
ば

な
ち
ぬ
。

η
'
?
1
チ
・
ワ

1
カ
ー
が
統
計
的
操
作
を
試
み
る
場
合
、
彼
除
如
何
な
る
事
態
に
直
面
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
要
す
る

に
観
察
所
奥
の
簡
単
化

(HOLENS
。
m
E
E
)
と
い
う
と
と
に
蹄
着
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
前
に
ほ
観
察
r
h
土
っ
て
得
ち
か
た
親
察
値

の
集
り
が
置
か
れ
て
い
る
。
此
等
の
所
興
は
謂
わ
ぽ
数
値
の
無
秩
序
な
、
雑
然
た
る
集
合
で
診
合
研
究
者
は
観
察
値
に
影
響
E
興

¥
 

え
る
諸
事
情
を
凡
て
彼
円
完
全
左
統
制
下
忙
争
く
と
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
呉
等
の
観
察
値
段
世
ち
医
荷
究
者
が
知
ろ
主
と
す
る

買
の
値

(
F
O
E
m
s
-
B
)
で
は
な
く
、
多
か
れ
少
か
れ
様
々
の
偶
費
的
偏
侍
E
A戸
内
む
も
の
と
な
る
。
然
も
他
方
に
於
て
研
究
者
は
か

く
の
如
き
雑
然
た
る
数
値
の
集
り
を
そ
の
ま
L
用
い
て
作
業
そ
進
め
る
と
と
は
同
来
な
い
。
彼
は
と
れ
を
虚
謹
じ
易
い
形
阿
国
明
形
し

な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
即
ち
彼
は
観
察
所
輿
か
ら
小
教
の
数
値
主
導
き
出
し
、
此
の
少
数
の
数
値
に
よ
っ
て
観
察
所
興
が
教
え
る
一
切

の
有
用
な
知
識
を
表
現
す
る
と
と
す
耳
目
V

耳
目
巴
ご
官

E
g
u
E
E
F
E
E
-
5
2
E
2
5
A
E
F
O
E
m
E
ξ
自
由
自
色
。
。
旨
官
E
Z
n
q

同

2
E
E
R
M
E
S
H
Z
S
)
軒
試
み
る
。
観
察
所
奥
は
偶
然
的
事
情
に
影
響
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
研
究
者
に
と
っ
て
無
用
な
知
識
守
E
m
g
z

標
本
舗
の
一
被
化
の
問
題

第
六
十
ニ
魯

豆王

骨
一
一
l
ニ
蹟

五



標

本

請

。

一

般

色

町

問

週

第

六

十

二

審

t

Epitsvを
も
含
ん
で
い
る
。
此
の
不
必
要
な
知
識
在
排
除
し
、
か
く
て
観
察
所
興
が
含
む
有
用
友
知
識
を
飴
す
と
と
る
な
〈
抽

出
す
る
こ
と
、
か
く
の
如
き
観
察
所
奥
の
筒
車
化

|
i或
は
櫨
過
ー
ー
が
統
計
的
一
操
作
と
い
う
作
業
過
程
に
於
い
て
リ
サ
ー
チ
・
ワ

五

嬉一
li
コ
披
f

互E

ー
ヵ
ー
が
目
標
と
す
る
し
」
己
ろ
で
あ
る
。

f

d

 

さ
て
然
ち
ば
観
察
所
奥
の
簡
翠
ル
伯
、
即
ち
費
料
が
含
む
重
要
な
ら
ざ
る
知
識
主
棄
却
し
、
重
要
な
る
知
識
だ
け
を
抽
出
す
る
-
と
い

う
こ
と
は
、
如
何
な
る
手
緩
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
要
約
的
に
云
え
ば
、
統
計
値
棟
木
集
闘
の
構
造
係
数
た
手
野
、
り

と
L
て
。
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
見
積
る

EEZ}
と
い
ラ
手
緩
き
に
止
っ
て
己
の
と
と
は
な
さ
れ
る
。
此
の
賠
精
立
入
っ
て
論

E
る
E
F
f

• 

と
が
必
要
で
あ
る
。

吾
々
は
吾
um

の
綴
除
な
い
七
理
論
に
も
と
ト
ず
い
て
、
母
集
闘
の
分
布
法
則
に
つ
い
て
そ
れ
が
何

ιか
の
型
|
刷
え
ば
上
記
の
「
E

常
分
布
」
悼
し
い
う
如
き
型
ー
に
属
す
る
と
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
バ
今
憶
に
母
集
圏
の
分
布
が
正
常
分
布
の
法
則
に
従
う
と
し
よ
う
。

若
し
、
也
、
と
い
弐
ノ
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
が
確
定
す
る
な
ち
ば
、
母
集
闘
の
分
布
梼
誌
は
完
全
に
知
れ
る

b
け
で
あ
り
、
吾
々
は
、

統
計
的
操
作
に
要
求
さ
れ
て
い
る
限
り
に
於
℃
、
必
要
な
知
識
の
一
切
を
得
た
E
と
に
友
ろ
う
。
然
し
五
口
々
陀
興
へ

ιれ
た
の
は
母

接
¥
集
闘
で
は
な
く
、
単
に
標
本
に
す
ぎ
在
い
の
で
あ
る
か
ら
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
精
確
な
値
E
知
る
と
と
は
断
念
さ
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
。

寧
ろ
模
本
か
ち
得
ち
れ
る
様
々
の
統
計
値
を
利
用
し
て
、
パ
一
フ
メ
ー
タ
ー
の
最
も
合
理
的
な
見
積
り
を
つ
〈
る
と
と
、
ー
・
突
に
ま
た
、

豆
口
々
は
そ
の
見
積
を

E
れ
だ
け
の
信
頼
度
を
も
っ
て
利
用
し
得
る
か
を
確
定
し
、
吾
々
が
標
本
か
ち
引
出
し
得
Z
結
論
の
確
か
さ
を

明
確
に
意
識
す
る
己
と
内
こ
れ
だ
け
の
と
と
が
菩
々
に
課
ぜ
ら
れ
‘
且
つ
、
許
さ
れ
た
仕
事
で
あ
る
。
要
す
る
忙
王
閉
そ
ぽ
、
バ
ラ
メ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
遡
確
に
規
定
さ
る
べ
き
信
頼
度
を
も
り
た
見
積
b
を
つ
く
る
己
と
に
よ
っ
て
、
母
集
圏
叶
い
つ
い
て
の
知
識
を
標

本
か
ら
搾
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
観
察
所
興
が
教
へ
る
有
意
義
な
知
識
は
が
く
の
如
く
に
し
て
吾
々
に
把
握
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で



あ
る
。
上
記
円
問
題
例
は
か
く
の
如
き
統
計
操
作
の
課
題
を
明
瞭
に
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。

以
上
は
閥
蓮
し
て
情
附
言
す
べ
き
と
と
が
あ
る
。
菩
々
は
母
集
圏
の
分
布
治
則
に
つ
い
て
単
に
そ
の
数
畢
的
形
式
を
晴
朗
想
ず
る
だ

け
で
な
く
、
更
に
バ
ラ
j

1

タ
ー
の
数
値
に
つ
い
て
何
ち
か
の
橡
想
を
立
て
る
と
と
が
出
来
る
。
例
え
ぽ
吾
々
は
菩
々
自
身
の
程
謝

昨
占
っ
て
助
の
大

F
同
づ
い
て
何
ち
か
の
理
論
的
諌
想
主
観
察
所
興
に
よ
っ
て
験
設
す
る

E
と
は
営
然
有

b
れ
ね
ば
な
ら
ね
科
愚
的

操
作
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
記
の
問
題
例
に
於
て
位
、
調
わ
ば
外
か
ち
輿
へ
色
れ
た
俄
設
の
験
詮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
時
と

し
て
表
面
的
に
は
何
ら
の
恨
読
も
設
け
ち
れ
ぬ
揚
令
も
あ
る
が
、
然
し
此
円
場
合
止
離
も
、
観
察
所
興
の
完
全
利
用
の
た
め
に
は
何

ち
か
の
慢
訟
を
弘
つ

τ
Eれ
忙
臨
む
と
と
が
望
ま
し
い
し
)
費
際
ま
た
、
研
究
者
は
時
献
の
う
ち
に
何
ら
か
の
慢
設
を
-
一
観
察
所
奥

の
「
拷
問
」
に
か
け
て
い
る
で
あ
ち
ラ
。
兎
に
角
、
J

作
業
恨
誇
が
何
に
も
と
づ
い
て
樹
立
せ
ち
れ
る
に
せ
よ
、
吾
々
は
常
忙
作
業

悦
読

f
所
謂
「
統
計
的
俄
設
」
|
の
騒
鞭
の
た
め
吾
々
の
観
察
所
興
標
本
ー
を
利
用
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
旦
口
々
の
作
業
恨
設
が

定
し
い
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
確
か
さ
を
も
つ
か
を
、
標
本
主
通
じ
て
分
析
す
る
と
と
を
仮
設
趨
合
度
の
検
定

ま
f

た、

骨
何
回
斤

0
『

moasa
。
円
安
}
と
呼
ぷ
。

統
計
的
操
作
が
直
商
す
る
問
題
は
、
そ
れ
が
遡
用
さ
れ
る
分
野
の
多
種
多
様
性
忙
も
か
か

b
ち
宇
、
形
式
的
に
は
か
く
の
如
〈
類

似
し
た
構
造
を
示
す
。
理
論
統
計
阜
の
課
題
は
、
か
く
の
如
き
問
題
の
共
通
の
構
造
に
著
限
し
て
、
多
様
多
様
な
癌
用
範
囲
に
共
通

す
る
武
器
を
研
究
者
の
統
計
操
作
に
品
川
給
す
る
己
と
に
あ
る
で
あ
ろ
ラ
が
、
そ
の
問
題
時
、
ム
記
の
如
曹
桐
題
構
造
に
照
躍
し
て
失

円
三
つ
の
問
題
群
に
分
っ
と
と
が
出
来
る
。

一
特
徴
付
け
の
問
題
寄
与

E
。

3
3
E斤
M
i
-
-。
上
記
の
如
く
吾
々
は
先
づ
既
集
圏
の
分
布
法
則
的
型
主
教
皐
的
に
選
揮

(
 

/
'
 

V
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
れ
が
特
徴
付
け
の
問
題
で
あ
る
。
二
頭
分
布
、
正
常
分
布
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
な
ど
の
理
論
的
度
数
曲
糠
内
理

標

本

駒

田

一

般

化

の

問

題

五

三

U 

第
六
十
二
巻

E 

第

掛

守、

ノ

， 



/ 

標
本
摘
の
一
般
作
の
問
題

吋
師
、
ま
た
、

K
・ピ

l
ア
ソ
一
円
恒
於
け
る
度
数
曲
線
の
閥
系
化
の
試
み
の
如
き
は
此
の
問
題
に
開
ず
る
貢
献
と
看
倣
さ
れ
よ
う
。

コ
見
積
り
の
問
題

{
F
E
E
t
E
H
E
P
-
E
)
1
1
0
或
る
末
知
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
劃
し
て
そ
の
見
積
り
と
し
て
用
仏
得
る
統
計

伎
は
展
、
多
数
存
在
す
る
T

此
等
円
統
計
値
桐
玄
関
口
優
劣
を
決
定
す
る
一
般
的
原
理
た
令
理
的
に
設
定
し
、
此
の
原
理
的
な
観
賠

第
式
十
二
巻

五
回

第

挽

Z 
四

に
見
積
り
と
し
て
最
哨
摘
営
な
統
計
値
を
決
定
す
る
と
と
が
見
積
り
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
所
謂
北
欧
皐

¥
涙
に
於
け
品
数
岡
田
的
期
望
値
の
方
法

(
F
F
O骨
骨
『
包

p
p
m
E門
医
長

S
開
『
場
開
立
吉
岡
)
は
此
の
問
題
の
一
つ
の
解
答
で
あ
る
が
、
フ
ィ
シ

ャ
ー
は
一
居
合
理
的
な
解
決
原
理
と
し
て
マ
キ
シ
マ
ム
・
ラ
イ
フ
リ
フ
ッ

F
円
方
法

2
0
F邑
a
E
M
E
=自
民

E
F
2
b
)
を
始
め
た
。

、
致
事
的
湖
望
低
の
方
佐
官
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
チ
ェ
ア
ロ
芳
「
相
関
理
由
聞
の
基
礎
概
念
と
根
本
問
題
」
第
六
章
、
ア
ン
F
I
Y
Y
「
蚊
理
統
計
皐

序
説
一
一
八
頁
一
七
O
頁
な
E
を
見
ょ
.
ま
た
、
マ
キ
シ
マ
ム
・
ラ
イ
タ
η
J
I
フ
ッ
ド
の
方
法
目
つ
い
て
は
、
草
稿
仕
立
ス
習
得
古
い
が
、
例
え
ば
、

佐
藤
良
一
郎
「
数
理
統
計
畢
」
四
七
二
頁
以
下
、
両
国
髄
天
「
統
計
推
理
の
基
礎
」
『
数
理
統
計
皐
概
論
」
所
収
)
十
一
一
一
買
以
下
な
E
に
よ
っ
て
そ
の
穴

哀
を
知
る
己
主
が
出
鼎
る
。

古x
ら

目
。
任
。
告
の
巳
守

、、

三
分
布
の
問
題

で
今
桂
集
圏
か
i
b
無
作
忽
巳

E
H
E。
自
民
抽
出
さ
れ
た
標
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
問
て
統
計
値
を
求
め
て
、

つ
く
る
と
す
れ
ば
、
此
円
'
集
圏
内
部
に
於
て
統
計
値
は
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
分
布
さ
れ
み
で
あ
ろ
う
。
此
の
分
布
法
制
を
純
梓
に

激
点
制
に
導
出
す
る
己
と
が
と
?
に
一
所
謂
分
布
の
問
題
で
あ
り
、
標
本
論
は
此
の
問
題
の
解
答
で
き
唱
。
吾
々
は
此
の
標
本
論
が
典
、

え
る
統
計
値
の
分
布
法
則
必
用
い
て
J

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
見
積
り
を
合
理
的
に
行
っ
た
り
、
統
計
的
俄
設
の
遁
合
度
を
検
定
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
標
本
論
に
於
て
如
何
に
し
て
統
計
値
の
分
布
法
則
が
興
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
如
何
に
し
て
此
等
の

課
題

E
田
市
す
か
、
此
等
mu

艇
は
弐
節
以
下
に
於
て
明
か
に
さ
れ
る
市
あ
ろ
う
P

(一司
H
e
r
-
2
3『
巴

U
E
E
E了
l
。
王
ロ
々
は
間
集
園
か

ι無
数
に
多
く
の
標
本
を
抽
出
す
る
と
と
が
間
凍
る
o
i苫

此
円
統
計
値
の
集
闘
を

、，



吾
々
円
統
計
的
操
作
は
、
か
〈
の
如
き
理
論
統
計
皐
が
提
供
す
る
要
具
を
利
用
し
な
が
ち
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
統
計
的
研

究
は
直
ち
陀
蹄
納
的
研
究
方
法
の
遁
用
の
如
く
看
倣
さ
れ
来
っ
た
が
、
以
上
の
設
明
は
寧
ろ
統
計
的
方
法
も
亦
一
般
の
科
皐
的
研
究

に
於
け
る
と
同
様
に
、
演
四
押
と
蹄
納
と
の
交
替
的
使
用
陀
基
く
こ
と
を
示
ず
で
あ
ろ
う
。
五
口
々
は
先
づ
母
集
閣
の
構
造
忙
つ
い
て
俄

設
を
立

τ、
そ
の
内
情
刊
を
精
密
に
規
定

L
、
モ
の
論
理
的
野
結
在
、
標
本
論
の
遡
用
に
於
て
、
全
く
浪
鶴
的
忙
確
認
す
る
。
女
に
此

の
蹄
結
を
観
察
さ
れ
た
事
賓
と
掛
照
す
る
。
若
し
此
の
二
つ
の
も
の
が
完
全
に
一
致
す
る
な
ち
ば
、
吾
々
の
俄
設
は
I
l
l
ず
く
な
く

-
F
一
も
新
し
い
事
貨
が
現
わ
れ
な
い
限
り

1
1正
し
か
っ
た
わ
け
ず
あ
る
。
若
し
完
全
一
左
一
一
裁
が
興
え
ら
れ
泊
左

ιば
、
吾
ミ
ほ
此
の

比
較
E
通
じ
て
吾
ミ
の
仮
設
の
成
立
可
能
の
程
度
を
模
本
論
の
適
用
に
於
て
吟
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。

前
節
に
於
て
五
ロ
ミ
は
ブ
ィ
シ
ヤ
1
的
な

1
1従
っ
て
現
代
統
計
謀
論
の

1
l問
題
構
成
主
見
、
~
統
計
疎
論
が
標
本
論
に
課
し
て
い

ろ
課
題
を
明
か
忙
し
た
。
女
に
吾
、
ほ
此
の
標
本
論
の
附
容

F
明
か

ιし
、
そ
れ
が
如
何
に
し
て
此
の
課
題
を
果
し
て
い
る
か
を
概

観

し

た

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

/
‘，
 

以
下
で
は
、
草
稿
の
怯
壁
土
、
所
前
の
範
闘
を
標
本
の
平
均
及
び
標
準
偏
差
の
分
布
和
よ
四
分
布
に
限
る
が
、
比
の
所
調
「
ス
ツ
1
J
一ア
y
ト
の
い
世

布
」
仕
最
朝
国
己
臣
官
同
(
一
八
七
五
年
)
及

m
R
∞
宮
内
庁
且
ョ
の
匿
名
円
下
に
耳
切
・
の
。
m
百
件
(
一
九
O
八
年
)
に
主
ワ
セ
夫
一
ミ
綱
立
に
義
見
さ
れ

た
(
比
の
聞
の
事
情
同
ア
y
ダ
E

Y

Y

上
掲
書
九
九
頁
以
下
な
E
同
も
記
事
れ
て
い
る
)
が
、
そ
の
控
明
を
以
下
伎
べ
る
よ
う
、
に
洗
輔
し
た
の
も
ま
た

関

F

E
是

3
〉

E
t
B
U
B
O
E
R
E
E
s
p
・
-
巴
吉
正
E
E
g
Z
2
2
2
4
0

】問。
E
3・
2
w
g
E
で
あ
る
。
伺
比
の
霞
明
は
、
例
え
ば

ケ
ン
ネ

1

「
統
計
の
数
皐
」
第
二
部
一
二
八
頁
以
下
、
/
北
川
敏
男
「
小
標
本
ー
の
理
諦
」
λ
雑
誌
(
統
計
数
理
研
究
」
第
一
審
第
一
蹴
昭
和
十
六
年
)
な
ど

に
卦
て
も
ζ

れ
を
見
る
己
主
が
同
車
る
.

/ 

標
本
論
四
一
般
化
の
問
題

第
六
十
ニ
巻

主王

豆王

第

監

ヨ主
五



)
標
本
摘
。
一
般
化
の
問
題

五
六
γ

第
一
ー
l
}
一一揖

今
母
集
固
か
ら
ね
個
の
伺
健
よ
り
成
る
標
本
主
抽
出
す
る
場
合
を
考
え
、
且
つ
、
夫
、
、
の
個
般
に
呑
腕
E
附
す
る
己
と
と
す
る
。
ー

即
ち
先
づ
第
一
呑
目
の
個
簡
を
取
出
し
て
問
題
と
す
品
標
識
の
大
さ
を
見
、
弐
に
第
一
↑
番
目
の
佃
附
問
主
取
回
し
て
こ
れ
を
観
察
し
、

以
下
同
横
に
し
て
、
第
純
一
番
目
の
佃
憾
の
観
察
E
も
っ
て
梶
本
の
抽
出
主
格
る
わ
け
で
あ
み
。
苫
て
第
一
呑
百
円
佃
慢
の
観
察
値
E

一
般
に
第
二
審
自
の
伺
慢
の
そ
れ
を
剖
と
す
れ
ば
、
こ
と
に
都
ミ
は

第
六
十
ニ
轡

五
六

x， 

h 

己3
) 

拘
V

ピ
b
q

ぜ:::・・・総司

一
般
に
模
本
は
か
く
の
'
如
き
観
察
値
の
系
列
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
電
球
に
閥
ナ
喝
問
題
例
に
於
て

は
個
仰
の
観
察
順
序
忙
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
理
論
的
に
云
え
ば
、
そ
己
陀
観
察
順
序
が
附
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
縫
っ
て

度
数
分
布
仰
は
聞
の
如
昔
、
順
序
づ
け
ら
れ
た
観
察
値
系
列
忙
整
理
主
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

苫
て
此
の
観
察
値
の
系
列
か
ら

と
い
う
系
列
を
慎
る
。

ー
に
削
悼
(
3
1
制
)
閥
、

を
晴
宇
田
す
る
己
と
は
周
知
陀
属
す
る
が
、
何
れ
も
標
本
に
開
ず
る
そ
れ
で
あ
る
か
色
、
そ
れ
ぞ
れ
附
脚
本
千
均
宮
ヨ
ー
。
自
由
と
な
よ

は
標
本
標
準
偏
差

(
E
E
1
0
1
E昔
E

f〈
E
E
P
)
と
呼
出
れ
、

m
間
集
闘
に
閥
す
る
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
、
上
記
円
問
題
例
で
は
、

制

H
P
S
-
h
h
H
U
M
p
g
u
u
t引
き

自

由

4

で
あ
っ
た
。

r

』

冊
以
下
で
は
標
本
目
関
す
る
統
計
値
は
一
フ
テ

ν
文
字
で
、
母
集
聞
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
ギ

pν
ア
文
字
で
表
わ
す
(
7
ィ

シ

ヤ

1
旧
記
揖
法
三
ま
た

標
本
円
九
て
町
個
障
に
つ
い
て
綱
相
を
躍
る
揚
骨
に
は
皐
に
楓
和
記
盟

H

だ
け
を
記
す
と
忌
左
す
る
。

』
〔
品
)

匂1
11 

~ 1"" 
-1:1自
ぬ

さ
て
、
吾
、
円
問
題
で
は
、
再
築
閣
は
有
限
個
の
伺
憧
山
色
成
る
も
の
ぜ
あ
っ
た
が
、
以
下
で
は
、
取
扱
い
を
十
般
的
た
ら
し
め

る
た
め
、
そ
れ
は
無
限
に
多
く
の
個
憾
か
ち
成
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
解
析
的
施
盟
の
侭
宜
の
た
め
、
費
量
は
謹
頼
的
に
礎
動
す
る



冒
と
考
え
る
。
従
っ
て
模
本
抽
出
を
幾
度
と
な
〈
繰
返
す
聞
に
ほ
、
循
環
小
数
や
無
理
放
の
観
察
但
も
現
わ
れ
る
、
と
想
定
す
る
わ
け

で
あ
る
。

上
記
の
通
り
吾
、
、
は
と
こ
で
大
さ
仰
の
標
本
し
か
考
え
自
の
で
あ
る
が
、
今
此
の
一
定
の
大
さ
の
標
本
の
抽
出
佐
幾
度
と
な
く
繰

返
し
、
更
に
、
'
此
等
の
標
本
の
夫
ミ
忙
つ
い
て
平
均
B
Fび
標
準
偏
差
を
算
出
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
と
に
此
等
の
知
計
値
円
集
圏
が
得

巳
れ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
』
費
際
此
の
標
本
抽
出
を
無
限
に
繰
返
し
た
場
合
主
考
え
れ
ば
、
と
と
に
統
計
値
の
佳
集
闘
が
成
立
す
る
わ

け
で
あ
り
、
菩
ラ
、
が
玉
川
、
、
の
概
察
問
輿
か
ち
算
出
じ
た

E

及
び

E
P

は
そ
の
標
木

!
i価
問
一
つ
だ
け
よ
り
成
る
楳
本
l
i
s
-
主
考
え

ら
れ
る
が
、

eと
と
ろ
で
此
の
統
計
値
舟
集
固
に
於
て
平
均
及
び
標
準
偏
差
は
如
何
な
る
分
布
法
則
に
従
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
れ
が
営

団
の
問
題
で
あ
る
。

先
づ
此
の
問
題
の
解
答
を
怨
~
べ
よ
う
。

記
続
的
に
云
え
ば
、

-z
及
び
8

が

， ， 

， 

『
開
。
八
相
A

ハ
主
+
品
開

r。
〈
助
八
%
。
+
昏

在
る
範
圏
内
に
あ
る
確
率
、
謂
b
ば
司
寸
[
U
F

〈
刊
八
u
p
+
門司
-
2八
ヲ
ハ
旬
。
+
柄
拘
町
]
は
ど
れ
だ
け
か
、
此
の
問
題
が
答
え
ら
れ
れ
ば
、
吾

、
の
問
題
ば
解
決
さ
れ
た
と
と
に
な
ろ
う
。
今
、
品
集
関
内
部
の
介
布
は
仰
が
示
す
よ
う
左
正
常
分
布
の
法
則
に
従
う

E
と
(
調
わ
ば

ア
ト
ラ

7
ダ
ム

正
常
骨
襲
圃
)
主
た
、
標
本
の
抽
出
は
つ
ね
に
無
作
鴛
忙
行
わ
れ
る
と
と
(
謂
わ
ば
無
作
鵠
摂
津
抽
出
)
を
仮
定
す
る
。
此
の
恨
定
の
下
で

段
、
母
集
聞
の
平
均
及
び
標
準
備
裳

E
o
及
び

σ
と
す
る
と
き
、
か
の
ガ
ン
マ
函
裁
を
用
い
て

(

国

)

、
化

， 

標
本
簡
の
一
般
化
の
問
題

、
第
一
ハ
十
=
巻

豆
七

第

掛

E 
七
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品

)

標
本
諦
gコ
→ー

守般

て 6 告
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司日 制定昆
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可I!

第
六
十
=
巻

五

八

第

一

!

三

披

OIi. 
F、

日I~
R.. 
匂〆

と
な
る
o

以
下
此
の
決
定
的
に
重
要
な
公
式
折
幾
つ
か
の
段
階
に
分
っ
て
説
明
す
る
と
と
と
す
る
。

一

仰
の
右
港
出
差
賞
り
-
h
w
及
び

ι
?と
い
う
特
定
。
値
に
麟
ず
る
確
率
を
奥
え
る
も
り
で
岳
る
o
比
の
意
味
に
於
て
は
比
の
右
握
。

z
sに
添
宇

o
を

附
し
て
ー
ー
そ
の
一
吋
匂
た
る
特
定
値
を
之
ら
し
め
て

l
l考
え
る
と
主
が
必
要
で
あ
る
。
執
し
此
町
場
合
一
川
匂
仕
金
〈
缶
意
的
値
で
あ
り
、
従
ワ

て
、
仰
の
右
迭
は
ま
た
夫
ミ
の
言
及
び

s
に
臆
ず
る
確
車
を
現
わ
す
乙
と
が
出
車
、
比
の
意
障
に
於
て
一

z
R世
S

円
分
布
を
奥
え
る
も
の
で
あ
る
.

吾
ミ
の
目
的
仕
出
の
分
布
法
則
を
奥
え
る
ζ

主
で
あ
っ
た
・
耐
の
右
謹
に
於
て

O
を

h
?と
し
た
と
と
は
、
曲
目
骨
布
法
則
を
示
す
も
の

k
し
て
白

l
l
l

夫
更
の
言
及
び
S

に
願
ず
る
確
寧
を
興
え
る
も
の
と
し
で
の

l
l仰
の
右
豊
の
意
味
を
聞
か
に
す
る
に
佼
立
ワ
で
あ
ろ
う
。
以
下
か
よ
う
に
、
箆
設

の
任
意
の
値
に
つ
い
て
成
立
す
る
性
質
を
記
す
場
告
、
そ
れ
が
極
敏
の
夫
、
、
の
植
民
ワ
い
て
一
般
的
に
成
立
づ
乙
と
を
示
す
た
あ
に
、
屡
ミ
添
宇

o
を

省
時
す
る
で
あ
ろ
う
。〆

第
一
段
ピ
上
司
の
止
う
に
吾
、
は

E
常
骨
集
閤
の
仮
定
と
無
作
潟
椋
本
拍
日
わ
仮
定
一
止
の
上
に
議
論
有
進
め
る
が
、
先
ワ
此
等
の

仮
定
の
意
味
、
を
明
瞭
に
把
握
し
て
治
く
と
と
が
必
要
で
あ
る
ロ

便
宜
上
、
上
記
の
問
題
例
主
利
用
し
土
ラ
。
先
手
、
五
常
母
集
圏
の
恨
定
は
、
四
曲
目
市
両
1
1
1電
球
商
い
か
買
っ
た
電
球
的
γ金
贈
l
l

忙
於
て

-m
と
制
I

十
弘
聞
と
わ
閑
に
持
績
時
聞
を
も
っ
電
球
が
現
わ
れ
る
度
数
め
割
合
が
結
局
に
於
て

(
E
Z
F品
目
白
)
仰
と
な
る
己

と
、
換
言
す
れ
ば
、
確
率
密
度
が
、
第
一
闘
が
示
す
よ
う
に
、
母
集
固
の
平
均
値
O
に
等
し
い
持
続
時
聞
に
於
て
最
も
大
で
あ
り
、

E
れ
を
遠
か
る
に
従
っ
て
、
漸
次
減
退
し

τゆ
く
E
と
、
を
意
味
す
る
が
、
正
常
分
布
広
つ
い
て
は
上
記
の
通
り
確
率
積
分
表
が
利

用
出
来
る
か
ら
、
此
の
場
合
に
は
此
の
仮
定
の
意
味
を
一
一
脚
具
般
的
に
一
不
す
こ
と
が
出
凍
る
。
今
の
場
合
0
6
は
勿
論
未
知
で
あ
る



が
般
に
包
日
p
c
q
o

、H
8
0
と
す
れ
ば
、

計
算
で
き
る

串

4，050-5、000
4，900-4，950 

4，850-4，900 
4，800-4，800 

4，450-4.500 

と
を
意
味
す
る
。

0.0242日0.2420 

持
続
時
聞
が
夫
ミ
の
直
聞
に
落
ち
伍
確
率
は
、
確
率
積
八
押
表
を
用
い
て
、
突
の
如
く

0.00540 

0.00044 

此
の
表
は
よ
攻
の
と
と
を
意
味
す
る
。
持
績
時
同
が
四
、
九
五
の
時

聞
か
ち
五
、
。

0
0時
間
ま
で
の
電
球
、
者
よ
ぴ
、
、
五
、

0
0
0時

聞
か
ら
五
、
。
五

0
時
間
寄
せ
の
電
球
が
現
b
れ
る
チ
ヤ

Y

ス
が
一
最

も
多
く
、
そ
れ
は
結
局
忙
於
て
、
ヰ
同
に
四
O
同
の
割
合
で
現

b
れ

る
。
此
の
割
ム
ロ
は
持
績
時
聞
が
五
、

0
0
η
時
閣
を
距
る
忙
つ
れ
て

誠
小
十
グ
る
。
平
均
か

ι標
準
偏
差
だ
け
の
距
離
の
る
る
と
と
る
、
即

ち
、
持
続
時
間
問
、
四
五

O
i
r四
、
五

o
o
hよ
び
五
、
五

O
O

-
l丑
、
五
五

O
の
電
球
が
現

b
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
千
同
に
約
二

五
岡
で
あ
り
、
更
に
標
準
偏
差
の
三
倍
だ
け
の
距
離
が
あ
る
と
と
ろ

9

0

0
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7

1
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0

0

0
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蜘

附

阿

久

R
'
h
F
町

民

川

町

民

一
一
一
-
-
目
一
・
:
一
・
・
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句
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一
寓
岡
に
四
・
阿
同
に
ま
で
減
小
す
る
ョ
上
衰
の
意
味
は
か

く
の
如
く
で
あ
同
也
、
が

E
常
密
集
闘
の
仮
定
は
、
夫
ミ
同
日
商
闘
の
持

続
時
間
を
も
っ
電
球
が
、
結
局
へ
に
於
て
、
現
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
、
母
集
圏
平
均
か

F
qの
距
離
に
従
G

て
、
か
よ
う
に
嬰
北
す
る
と

0.0540 

0.0044 

で
は
、

唱事

周
知
の
よ
う
に
、
種
景
が
連
鰻
的
に
慶
動
ず
る
場
骨
陀
位
、
確
率
は
匡
聞
に
つ
い
a

て
云
和
丘
、
鮎
作
つ
い
て
は
云
わ
れ
な
い
固
貼
に
つ
い
で
一
耳
わ
れ

る
の
は
寧
ろ
確
車
密
度
で
お
る
。
棚
田
量
一
個
の
場
合
に
つ
い
て
云
え
紅
、
掛
盟
意
X
が
X

よ
り
小
な
る
値
を
車
る
降
車
を
k
m
(
与

ξ
す
ス
V
I
Z

号
、
比
の
函

標
本
前
の
一
般
化
の
問
題

婚
式
十
ニ
巻

ヨ主

ブL

第
一

J
=
按

五
プL



標
本
簡
の
一
般
化
の
問
題

第
六
十
二
巻

大

O

第

掛

大

O 

数
の
Z

に
世
け
る
徴
惇
致
、
(
与
を
X

但
於
け
る
碓
串
密
度
志
向
S
H
q
色
町
E
Z
E
E
R
}
と
い
う
.
使
っ
て
X
H
F
4
E
N
+
号
と
の
聞
の
値
を
と
る

・

1

権
車

F
T八
し
円
八
u
Z号
]
は

huヰ
号
で
奥
え
ら
れ
る
。

f

-

i

ー

さ
て
、
夫
、
、
の
持
績
時
間
主
も
つ
電
球
が
か
よ
う
な
確
率
で
現
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
調
わ
ぽ
自
由
に
放
任
し
た
場
令
の
と
と
で

あ
る
。
と
と
る
で
吾
、
は
E
ラ
ザ
う
降
集
閣
か
ち
標
本
を
抽
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
此
の
場
合
何
ら
か
の
偏
頗
な
抽
出
方
法
を

と
匂
た
と
ず
れ
ば
、

E
う
で
あ
ろ
う
か
、
明
か
に
何
ら
か
の
癖
主
も
ヴ
た
標
本
が
現
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。
ー
無
作
矯
標
本
抽
出
の
俄

定
は
、
か
く
の
如
き
偏
っ
た
抽
出
方
法
を
と
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
標
本
主
抽
出
す
る
場
合
に
も
、
持
続
時
間
五
、
五

p
o
o
-
-五
、
五
五
O
の
電
球
は

0
・
0
二
四
二
円
確
率
主
も
ワ
て
現
わ
れ
る
n

勿
論
、
伺
ミ
の
標
本
の
中
に
か
う
い
う
電
球
が
現

れ
る
か
ど
ラ
か
、
ま
た
、
ど
う
い
う
皮
数
を
も
っ
て
現
わ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
然
し
、
標
本
抽
出
を
幾
度
と
左

〈
練
返
す
場
合
、
「
結
局
長
て
」
、
か
ご
う
電
球
は
一
千
里
二
四
同
の
一
割
合
か
で
現
わ
れ
る
で
あ
ら

5
。
従
っ
て
模
本
の
中

門
任
意
の
|
|
第
伺
番
目
で
も
ま
い

l
l個
鱒
の
持
続
時
闘
が
匝
間
(
R
a
十
主
内
は
あ
る
確
率
が
上
記
の
仰
に
よ
っ
て
奥
え
ら

れ
る
こ
と
は
な
る
。
と
れ
が
上
記
の
無
作
潟
標
本
拍
尚
の
恨
定
が
意
味
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

第
二
段
ι
標
本
窓
間
吉
田
喜

m
官
主
及
び
標
本
鮪
(
肌

B
Z
一胃
E

3

0

J

明
か
に
一
正
記
の
観
察
値
の
系
列
仰
は
%
夫
元
日
生
聞
に
於
け
る
賠
{3
・
nqwi--whg)
で
表
す
己
と
が
出
来
る
。
以
下
か
k
ち
な
窓
聞

を
標
本
昼
間
と
云
い
、
か
よ
う
な
叶
闘
を
標
本
賠
と
呼
応
。
母
集
閣
か
ら
大
古

n
の
模
本
hz
反
覆
し
て
抽
出
す
る
場
令
、
助
等
の
標
本

は
凡
て
比
の
標
本
空
間
の
標
本
黙
に
一
一
封
勝
苫
せ
ら
れ
る
宥
論
構
遁
が
l
個
挫
の
呑
埠
を
も
考
慮
に
入
札
て
金
〈
同
じ
い
標
本
は
同
一
申

標
本
貼
に
割
腹
す
る
)
わ
け
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
個
個
の
槙
本
を
凡
で
か
う
い
う
標
本
賠
と
し
亡
考
え
色
。

此
の
幾
伺
的
構
成
は
標
本
論
に
於
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
此
の
糠
本
定
闘
が
標
本
平
均
や
標
本
標
準
偏
差
な
ど
D

w

，
 



、
4 

ノ

統
計
値
忙
艶
し
て
、
ま
た
、
夫
ミ
の
標
本
が
現
わ
れ
る
確
率
に
劃
し
て
.
「
場

UZ青
E)
た
形
成
す
る
か
ち
で
あ
る
。
五
開
演
、
は
粧
祷
理

論
の
選
擦
の
問
題
に
於

τ.所
有
量
の
絢
ム
ロ
せ
を
賄
と
し
て
寿
史
、
此
の
賠
円
集
り

l
|謂
b
ば
所
有
量
盛
岡

i
l
E妓
用
の
場
・
と
し

て
考
走
る
が
、
恰
も
そ
れ
と
同
様
花
一
此
の
嗣
日
本
窓
闘
は
統
計
値
及
び
持
率
の
揚
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
選
擦
の
現
論
は
此
の
場
の

中
忙
殺
周
の
無
差
別
商
を
考
え
た
が
、
そ
れ
と
同
犠
に
、
吾
、
は
此
の
標
本
別
一
聞
の
中
に
標
本
平
均
長
よ
び
標
本
標
準
偏
差
の
「
無

差
別
面
」
|
川
統
計
理
論
告
バ
ー
の
用
語
で
は
等
統
計
値
の

M
m
A
P
C
E
a
面
1
1ー
を
考
え
る
と
と
が
出
来
る
。
此
の
無
差
別
面

は
営
面
白
問
題
に
劃
し
て
重
要
注
意
義
を
有
す
る
が
、
そ
れ
に
立
入
る
に
先
立
っ
て
、
先
4
T
確
率
の
揚
と
し
て
の
標
本
窓
聞
を
考
察

し
て
お
〈
の
が
便
宜
で
あ
る
。

第
三
段
、
標
本
鮪

-3も
Maz---48)

に
於
け
る
確
率
斡
度
。

4

吉
て
五
日
々
は
艶
集
聞
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
楳
本
を
拍
出
し
得
る
が
‘
然
し
此
等
の
標
本
鮪
は
そ
の
生
起
の
可
情
性
に
於
て
決
し
て
均

等
で
は
な
い
。
或
る
標
本
鮪
は
頻
繁
に
生
起
し
得
る
で
あ
ら
う
し
、
或
る
標
本
鮪
は
稀
に
し
か
生
起
し
え
た
い
。
さ
て
然
ち
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
標
本
賠
は
如
何
友
る
確
率
締
度
主
有
す
る
か
。

先
づ
楳
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
個
慨
に
つ
い

τ考
へ
よ
う
。
上
記
(
第
一
段
)
に
よ
っ
て
明
か
左
上
う

に
第
包
容
自
の
佃
鰻
1
例
え
ぽ
第
1
呑
閏
の
側
関
全
日
目
)
が
と
か
ち
お
+
弘
主
ま
で
の
値
を
と
る
確
率
は
、

o
E母
集
圏
平
均

ム」レ、

。
を
母
集
圏
標
準
偏
差
と
す
れ
ば
、

《

N
d

崎
V
N

H

l

b

ぽ「

副¥別町
u

q

G

n

r

a

で
興
へ
ち
れ
る
o
A
1
と
円
明
瞭
友
事
費
主
手
懸
り
と
し
て
、
特
定
の
標
本
勲
司
一

fri---F)
に
於
け
る
確
葬
精
度
た
考
え
よ
J

( 

叫
) 

標
本
曲
目
一
般
化
の
問
題

第
六
十
三
者

事

-
Iニ
盤、‘

プマ



標
非
請
の
一
般
化
の
問
題

J

静
六
十
ニ
巻

大

第

韓

ム
ノ、

a 

う
。
己
6
A

で
菩
々
は
夫
4
の
観
察
値
が
主
に
樹
立
で
あ
る
と
と
な
前
提
す
る
。
具
悼
的
に
云
え
ば
、
例
え
ば
上
記
の
問
題
例
に
於
て
‘

第
一
球
目
戸
持
続
時
聞
が
ど
・
れ
だ
け
で
あ
る
か
は
、
第
二
球
目
。
持
続
時
間
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭

な
事
費
で
あ
る
が
、

E
t
A
で
正
月
々
は
吾
々
が
取
扱
う
母
集
圏
、
従
っ
て
ま
た
標
本
は
、
凡
で
か
く
の
如
き
性
質
主
有
す
る
と
慢
定
/
す

る
b
け
で
あ
る
。
此
の
濁
虚
位
の
仮
定
の
下
忙
於
て
は
叫
が
o
m
と
品
+
九
日
固
と
の
聞
の
値
を
と
り
、
一
般
に
叫
が
o
門
左
お
+
九
F
と

の
閣
の
債
を
と
る
と
と
が
、
同
時
に
賢
現
き
れ
る
確
率

l
即
ち

P
E八
3
八
一
品
十
L
R
E
込
〈
3
〈
ふ
+
弘
E
i
-
-
J
R
H八
bg〈
一
向
日
+
含
]

ー
は
、
確
率
論
に
於
け
る
乗
法
定
理
に
よ
っ
て

(

部

)

E同8

411H 
~ '1 
G 

a・

で
あ
る
。
(
こ
と
で
沌
古
肩
?
を
省
略
し
た
J

従
っ
て
特
定
の
標
本
賠

(fめヘ:・
JE)
に
於
け
3
礁
準
特
皮
D
は

d
n
(大
剤
、
}
;
」

長
け
ば

b 

ぞ."

F 

4; 
会

" 

.
(
申
戸

で
奥
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
凶
(
3
1
3
M
U
M【
(
S
l
N
)
+
(制
1
3
]
M
M
M
(
S
l
a
y十
事
官

1
3
防
で
あ
る
か
ら
、
こ
己
に
吾
ミ
は
，

2
3
b
u
e
l
L叫
a
z
l引】
2
3
2

， 

を
得
る
。

第
四
段
。
標
本
平
均
及
び
標
本
標
準
備
義
の
「
無
差
別
商
」
げ
明
か
に
標
本
は
ち
が
っ
て
も
平
均
は
一
致
す
る
場
合
が
あ
る
。
か

、
よ
う
に
平
均
が
等
し
い
標
本
町
公
館
主
考
え
る
場
合
、
そ
れ
に
封
臆
す
る
掠
本
賄
の
集
り
は
ど
う
い
う
も
の
と
な
る
か
。
ま
た
標
本

/
 

• 
~ ， 

d 



、，

が
逮
つ
亡
も
標
準
偏
差
は
等
し
い
場
合
が
あ
る
。
か
ラ
い
う
標
準
偏
差
円
等
し
い
標
本
黙
の
集
り
は
拍
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
山
。

先
宇
前
者
か
ら
考
え
よ
う
。

今
原
賄
を
通
っ
て
凡

τの
座
標
軸
に
濁
し
て
等
し
い
傾
き
(
方
向
鈴
弦
)
を
も
っ
直
線
、
部
ち

3
H
E
M
i
-
-
:
2
2
-
H
F
 

t¥ 

' 

(
】
同
)

を
考
え
る
。
明
か
に
此
の
直
糠
の
方
向
飴
弦
は
凡
て
旦
w¥
お
に
等
し
い
。
従
っ
て

(
同
国
)

S
M
M
(日
¥
司
¥
副

o H 
1i: :;--
!!ぷ!

、

M 
E 
此 r
C') 'c 
同''-
線)

」二
<D 

任
意

<D 

鮪

都ニ閏標本空間 (n~3)

な
る
単
位
グ
ェ
ク
}
L
M
E
考
え
れ
ば
、

と
す
る
去
昔
、

(]己、
)

F

J

1

V

4

F

や

。
冨
H
崎
お

忙

於
て

害
仲上
禄i!B
分 u
n 等
M 方
グ〉伊』

長惨
さ~;g

?i 
M の

2毒
置高
山で

i止皇
、グ〉 事還

さ戸
のれ

大奇
さ

止
-:> 
て
定

で
あ
り
、

明
か
に
と
れ

ま
る
で
あ
ち
う
。

ち

実a

書
て
弐
に
、
此
の
直
線
と
鮪
M
l
J
q
原
賠
か
ち
の
距
離
が
害
在
る
鮪
M
1
1
i
に
於

ま
だ
、

比
の
平
商
が
原
鮪

τ直
交
す
る
平
珂
を
芳
へ
よ
ラ
。
1

此
の
卒
商
の
法
線
ヴ
ェ
ク
ト
ル
は
上
記
の
↓

n
に
他
な
ら
な
い
と
と
、

か
ら
S
ま
る
距
離
を
有
す
る
と
と
、
此
円
二
つ
の
事
情
か
ら
し
で
、
此
の
平
商
の
方
程
式
は
、
町

上
町
任
意
の
賄
と
す
る
と
き
、

♂
探
本
輔
の
一
般
化
の
問
題

F
・

s・----Jhf)
を
此
の
平
面

第
六
十
二
者

俸

百串

穴

3ミ



標
本
論
の
一
般
化
の
問
題

第
六
十
一
一
巻
、

ノ、

四

停

観 l

占
ノ、

田

ム

v
l
+

j
s
C
吋
H

川

崎

勤

4
3

で
興
え
小
り
れ
る
。
此
の
闘
の
後
式
色
一
標
本
平
均
一
g
E
興
え
Z
仰
と
比
較
す
れ
ば
、
直
ち
に

h
n
d
¥£
制

2
3
 

(】¥ザ¥、配)(主

+
3
+
・
i
・
+hg)Hh

〆

( 

日
品
) 

で
あ
る
ど
と
、
即
ち
、
王
山
標
本
P
の
標
本
平
均
の
バ
侍
で
あ
る
と
と
、
が
知
れ
る
0
4
P
は
ハ
慌
の
平
一
向
上
の
任
意
の
鮪
で
あ
っ
た
か

ち
、
此
の
と
と
は
此
の
平
一
回
上
の
標
本
皿
聞
が
凡
て
線
分
O
M
の
内
分
の
一
に
等
じ
い
相
本
平
均
を
有
す
る
己
と
を
一
字
。
剖
ぢ
、
此

の
平
画
上
の
模
本
(
鮪
)
は
凡

τ等
し
い
平
均
を
有
す
る
。
同
時
に
ま
た
、
此
の
平
面
上
れ
黙
の
み
が
史
¥
訊
だ
け
の
卒
均
を
有
す

る
己
と
d
h

明
か
で

b
、
る
。
此
の
意
味
に
於
有
者
宅
は
等
方
向
品
開
弦
直
線
忙
荷
突
す
る
此
の
ヰ
面
を
等
平
均
平
面
軍
目
。
。
町

S
E
B停

電
何
凶
器
}
と
呼
ぶ
。
選
捧
理
論
の
用
語
法
を
用
う
る
危
ら
ば
、
そ
れ
は
標
本
平
均
的
無
差
別
面
で
あ
る
。

さ

τ無
差
別
一
聞
と
h
Hう
以
上
、
指
数
が
考
え
ら
れ
る
。
卸
ち
、
そ
れ

f
れ
の
無
差
別
町
に
夫
、
異
句
令
指
数
一
世
興
ぇ
、
と
れ
に
よ
っ

て
等
平
均
平
酉

E
直
別
す
る
こ
と
が
芳
え
ら
れ
る
。
明
か
に
、
槙
木
平
均
一
応
、
或
い
は
原
鮪

O
か
ら
平
面
ま
で
の
距
敵

8
は
、
何

れ
り
此
P
指
数
と
し
て
利
用
さ
れ
得
る
が
、
然
し
と
こ
で
は

ア
ー
ポ
¥
配
布
I
3

で
定
義
さ
れ
た
乙
を
此
の
指
数
と
し
て
利
用
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
若
干
説
明
主
試
み
よ
う
司

上
司
の
よ
う
に
、
線
分
O
M
は
?
"
ゼ
¥
配
制
だ
け
の
長
き
を
有
し
、
直
線
O
M
は
何
れ
の
い
座
標
軸
忙
謝
し
て
も

~
V
¥
劃
の
方
向
儀

弦
左
右
す
る
の
で
あ
る
か

ι、
賭
M
の
座
標
が

(
同
国
)

(

]

志

)

RHwri--・・:・
-
U
F川
日



， 

(
同
叫
)

で
奥
だ
ら
れ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
き
て
今
、
此
の
直
線
上
忙

D
H
h
J
U
i
-
-
-
-
J
H
F
'
H屯

な
る
賦
ぴ
を
考
え
る
ロ

明
か
に
C
C
「
咽
¥
町
民
唱
で
あ
り
、
縫
っ
て
C
、
冨
叶
w
¥
到
(
a
l
q
)
即
ち

H
F
で
あ
る
。

と
れ
に
よ
っ
て

ふ
の
幾
何
的
意
味
は
明
か
で
あ
る
が
、
乙
が
そ
れ
ぞ
れ
の
等
平
均
苧
留
に
よ
っ
て
異
る
と
と
も
直
ち
に
明
か
で
あ
る
。
従
ワ
て
、
五
ロ

ー
は
此
の
乙
を
此
の
平
均
の
無
差
別
面
の
指
数
と
し
て
利
用
し
得
る
が
、
以
下
U
か
ら
の
距
離
が
乙
な
る
平
面
を
乙
平
面
と
呼
ん
で

引
以
上
の
と
と
が
明
か
に
き
れ
た
以
上
、
標
本
標
準
偏
差
の
無
差
別
面
を
考
え
る
と
と
は
容
易
で
あ

る
。
今
標
本
窓
聞
に
於
て
符
意
に
一
貼
】
v
e
h
(
b
q
v

ふ

------A)
を
取

D
、
此
の
鞘
D
H
か
ら
上
記
の
等

方
向
除
弦
直
観
削
に
下
し
た
垂
練
の
足
を
M
判
、
線
分
D
H
M
m
の
長
吉
を
品
、
そ
の
標
本
標
準
偏
差
を

h

i

と
す
る
。
此
の
標
本
昼
間
忙
於
て
、
そ
れ
か
ち
等
方
向
儀
弦
直
線
に
下
し
た
垂
続
P
M
が
長
さ
P
刊に

一
し
い
よ
う
在
賭
F
は
、
凡
て
、
此
の
九
ム
」
同
じ
標
準
偏
差

l
l即
ち

h
!ー
を
有
す
J

る
で
あ
ろ

う
。
換
言
す
れ
ば
、
等
方
向
絵
弦
直
線
聞
を
岡
輔
の
軸
と
し
、
室
主
に
等
し
い
問
書
上
の
黙

は
凡
て
a
吋
だ
け
の
標
準
偏
差
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
と
の
と
と
た
需
明
し
占
う
。

上
記
目
、
標
本
賠
D
H
の
平
均
を
や
と
す
る
。
明
か
に
賦
M

叫
は

hNep-----Jug)
左
る
底
標
を
有
じ
、
且
つ
、
定
義
刊
に
よ
り

と
れ
を
表
す
と
と
と
す
る
。

(
]
戸
白
)

0-

国第O
E
i
k
↑
凶
日
l
g
)

で
あ
る
。
然
も
線
分
D
H
L
は
、
九
及
び
M
叫
の
座
標
か
ら
直
ち
に
明
か
法
主
5
に

第
六
十
一
一
巻

標
本
前
回
一
般
化
の
問
題
/

ノ、

宝主

第
一
ー
一
一
旗

ハ五



標
本
舗
の
一
般
化
の
問
題

第
六
十
ニ
巻

大
占，、

第
一

l
ニ
観

大
大

(
凶
A
〕

)

r

炉2
て、、'"

凶止
荒:1Jも

副'よ1
~I + 

十
匂l

十

+ 
匂

匂!

-
な
る
長
苫
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

(
回
世
)

で
あ
り
、
従
っ
て
仰
に
よ
り

(
出
)
旬
。
日
曜
¥
町
r

で
あ
る
。
苫

τ、
今
、
モ
れ
か
ら
等
方
向
飴
弦
直
線
叫
に
下
し
た
垂
線
P
M
の
長
さ
が
九
に
等
し
い
上
う
左
賠
の
住
意
の
一
つ
を

町
二
F
F
i
-
-
J
E
}
と
し
、
此
」
り
標
本
の
平
均
及
び
標
準
偏
差

E
そ
れ
ぞ
れ

-zs
と
す
る
。

M
D
座
標
は
上
記
に
上
つ
で
仰
で
あ

る
が
ら
、
直
ち
に
、

P
M
に
つ
い

τ聞
か
ら
添
字
。
を
抜
い
た
閥
係
が
成
立
ち
、
従
っ
て
己
こ
に

E
T
F
Uマ
¥
凶
釦
川
剖

ts 

な
る
関
係
が
成
立
す
る
。
と
れ
と
此
の
模
本
賠
P
D
標
準
偏
差

s
の
定
義
式
仰
と
組
合
せ
れ
ぽ
、
明
h
に

(

岡

山

)

吋

福

山

国

e
A
¥科
白

を
得
る
、
問
と
と
れ
と
を
比
較
す
れ
ば
、
賄
F
に
於
げ
る
標
準
偏
差
8

は
鞘

A
K於
け
る
向
そ
れ
に
等
し
い
と
と
が

b
か
る
J

か
よ
う
忙
し
て
そ
の
標
準
偏
差
が
或
る
特
定
の
値
8

に
等
し
い
よ
う
な
標
本
賠
は
凡
て
|
|
然
も
そ
れ
の
み
が
|
|
等
方
向
徐
弦

直
線
叫
を
悶
輔
の
輸
と
し
牟
経
R
が

食

品

)

同

n
w
¥判・

1
大
凶
釘
U
剖叫
1

で
奥
え
ら
れ
る
と
己
ろ
の
園
樟
面
上
に
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
此
の
槙
準
偏
差
の
無
差
別
商
に
つ
い
て
も
指
数
を
奥
え
て
夫
ミ
直
別

ず
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
が
、
以
下
吾
、
、
は
此
の
字
経

H
E此
の
指
数
と
し
、
指
数
R
の
無
差
別
商
を
車
巴
R
圏
構
と
階
構
す
る
と

と
に

L
ょ
う
。



第
五
段
。
上
記
目
指
数
h
h
R
E
確
牢
密
度
仰
に
と
り
入
れ
て
と
れ
を
襲
形
じ
上
う
。
任
意

ρ標
本
鞘
】
v
・
h
v
r
F
i
-
-
J
F
}
に
於

け
る
確
率
密
度
は
仰
で
興
え
ら
れ
る
が
、
今
、
w
此
の
鮪
が
属
す
る
平
均
及
び
標
準
偏
差
の
無
差
別
面
白
指
数
主
夫
、
、

ι
R
K
す
札
ぽ

は
、
乙
R
は
夫
、
問
山
内
で
定
義
さ
れ
る
山
島
、
直
ち
に
と
れ
を
確
率
密
度
側
に
も
ち
こ
む
乙
と
が
で
き
、
と
己
忙
吾
之
は

b
u
p
l札制
J

2

H

凶
+
星
川
b
F
w
国
}

(
同
印
)

を
得
る
。

(

作

陣

〈

)

九

第
六
段
。
以
上
の
と
と
が
明
か
に
さ
れ
た
以
上
、
上
認
の
向
を
詮
明
ず
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
吾
々
の
問
題
は
楊
本
平
均
一
m
及

び
標
本
槙
準
偏
差
8

が
問
攻
る
範
囲
に
あ
る
確
率
を
求
め
る
と
と
で
あ
っ
た
。
と
と
ろ
で
此
の
問
題
は
、
以
上
の
様
本
塁
聞
の
構
想

を
利
用
す
る
と
昔
、
次
の
如
く
云
い
改
め
る
と
と
が
出
来
よ
う
。

仰
に
於
け
る
ゐ
及
び
内
に
臆
じ
て

ι
R
ポ
定
ま
る
。
此
の
-h
及
び

h
k
膝
申
J

る
ι
R
を
、
卸
ち
制
。
l
屯

B
d
¥同町句。を
du凡
で

表
わ
す
己
と
と
し
よ
う
。
弐
に
、

d
平
面
及
び
{
忠
+
色
町
M

)

平
面
・
な
る
二
つ
の
平
均

の
無
差
別
商
と
島
国
梼
及
び
(
同
N
d
+
恥
担
固
場
な
る
ご
つ
の
標
準
J

偏
差
回
無
差
別
商

' 

間
と
を
考
え
る
(
第
四
国
参
照
)
。
明
か
に
此
の
二
つ
の
平
面
及
び
四
一
つ
の
囲
帯
は
第
四

固
が
一
耶
す
如
き
一
つ
の
環
高
苫
総
与
巾
札
切
の
環

1
E形
成
す
る
。
さ
て
第
四

段
の
続
明
に
よ
っ
て
此
O
環
内
に
あ
る
標
本
賠
が
何
れ
も
而
し
て
そ
れ
の
み
に
限
っ

て
1

僚
件
仰
を
み
た
す
よ
う
友
標
本
平
均
1

及
び
標
本
標
準
偏
差
を
有
ず
Z
己
と
は
明

か
で
あ
る
。
即
ち
、
王
及
び

e
が
傑
件
m刊
の
範
閏
陀
あ
る
の
は
此
の
環
内
の
何
ー
れ
か

の
標
本
賠
が
現
れ
る
場
合
で
あ
り
、
然
も
そ
れ
だ
け
に
限
る
。
従
っ
て
、
求
軒
忍

四

標
本
曲
目
一
般
化
の
問
題

第
六
十
ニ
轡

大

t 

第

盤

六
七



第

六

十

ニ

場

第

一

l
ニ
韓

]
M
F
[
問
。
〈
同
八
ハ
相
。
+
L
F
P
〈
匂
〈
句
。
+
島
町
]
と
は
此
の
環
内
の
L
刊
れ
か
伊
標
本
賠
が
現
わ
れ
る
確
率
陀
日
憾
な
ら
友
い
白
で
あ
り
、
此
m
y後

の
確
率
が
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
問
題
は
解
決
さ
れ
た
こ
と
と
左
る
。

さ
て
、
此
の
環
内
に
於
て
モ
れ
ぞ
れ
の
標
本
賠
K
於
け
る
確
率
密
度
は
匂
刷
局
、
旬
。
)
に
等
し
い
と
看
倣
さ
れ
得
る
。
(
L
P
及
び

J
 

L
i
同
は
充
分
忙
小
苫
い
か
ら
)
。
従
っ
て
此
の
環
内
の
何
れ
か
の
標
本
陸
相
が
現
わ
れ
る
確
率
は

標
本
闘
の
一
般
化
白
問
題

大

" 

大
凡

b(ι
叫
H
U
M
H
r
)
X
(

縮
。
蒔
蛾
)

で
奥
へ
ら
れ
る
。
部
ち

で
あ
る唱
。白(
同

然 8
ち
ば

持虫
環冨
の 7、
穫量J
積八
はj'1

貫目 ナ
f>iJ詰7友、
至る
25 4h 
と ?I

F会
か 4
明書
か同
』亡で?

此ニミ
ID 罰百

君主
憾郵
積)

は

同
断
国
湖
U

入
劃
ゆ
V
L崎凶

で
あ
る
。
J

従

っ
て
底
面
積
が
知
れ
る
な
ち
ば
、
容
易
に
環
の
腰
積
は
算
出
苫
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
き
て
、
宇
符
同
@
の

(
S
l
同
)
戎
元
白
球
の
関

h-
積
は

s
l
M
 

h
e
s
t
M司
i
叫

l
¥
「
R
S
+
H
)
h
M
)

で
奥
へ
ち
れ
る
(
例
え
ば
、
商
木
貞
拍
「
解
析
概
論
」
昭
和
十
三
年
五
六
八
買
、
グ
E
t
p
品

Y
E

「
解
析
愚
敬
程
』
第
一
巻
豆
大
丸
買
参
照
)
か
ら
、
此

の
底
面
積
は
そ
の
微
分
比
等
し
い
。
従
ワ
て
求
む
る
環
の
飽
積
は

-

回

国

@
8

岡
崎
吋
宮
む
、
一
時

4円
1
引
剖
1
札
切
な
M

円
{
(
S
I
H
E
)

で
奥
え
ち
れ
る
。

噂」世

此
の
結
果
を
拘
に
も
ち
と
め
ば
、
求
む
る
確
率
は
(
添
字
を
省
略
し
て
V



-

(回晶、)

ゐ】

な

さ町通
ilS' 
制 E

1T 
a
l
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と
な
る
が
、
更
に
と
れ
に
於
て
か

u
¥町
{
相

l
s
w
回
目

¥
F
句

r
s
i叫
l
一切B
l
J
L同
日
大
官
邸
を
と
り
入
れ
る
と
き
は
、
上
記

の
公
式
仰
に
遣
す
る

想

以
上
に
於
て
八
玄
刊
誌
則
的
の
曹
明
と
い
う
営
面
の
目
標
は
聾

E
れ
た

b
け
で
あ
る
が
、
此
の
機
舎
に
E
れ
か
ち
導
か
れ
る
若
干

の
分
布
法
則
を
綾
ペ
て
-
K
E
ぅ
。
、

J

明
か
に
分
布
法
則
山
川
は
標
本
苧
均
一
m
ム
」
一
標
本
棋
準
偏
差

s
と
の
同
時
的
分
布
口
。
E
a
z
E
E
P
o
旦
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
。
と
と

ろ
で
と
れ
か
ら
平
均
E
だ
け
の
分
布
法
則
及
び
標
準
偏
差
8

だ
け
の
分
布
法
則
を
導
く
己
と
は
極
め
て
存
易
で
あ
る
ロ

先
づ
町
寸

[
F
A聞
AUF十円四
4
]
を
考
え
よ
う
。
と
れ
怯
、
¥
標
準
偏
差

a
が
E
う
あ
る
か
に
開
係
な
く
、
平
均
一
Z

が
一
向
と
M
o
+
n
抑
制
と

の
閉
に
あ
る
確
率
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
d
h
平
商
と
九
+
な
嗣
平
面
と
に
狭
ま
れ
た
、
薄
板
の
よ
う
な
、
部
分
丞
間
内
に
模
本
鮪

の
何
れ
か
が
現
れ
る
確
率
，
で
あ
る
。
己
れ
は
(
日
晶
、
)
E
R
に
つ
い
て

0
か
ら

g
ま
で
積
分
す
る
と
と
に
よ
っ
て
待
ち
れ
る
で
あ

ら
う
。
今
己
の
計
算
b

佐
賀
際
に
や
っ
て
見
る
冒
と

一三(む
tv
盲学ふ

i
g
i
f
t

J 

で

あ
り

と

璽E
簡於
目 τ

罪1
の ご空
間{

員主
是
，J![ 
!旬、
-;;: 
国

と
:r.-
け
ば集

大
十
二
倍

ヌミ

ブb

宮事

銃

大
丸
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R 
吋

言「

同

¥ 
凶

も

と
在
る
か
ら
、
求
む
る
確
率
司
『
[
与
八
船
八
品
。
+
島
]
は
o
E
h
w
と
し

τ

H

I

包」
(

E

S

H

I

S

-

-

v

A

月
ミ
ヨ
コ
品

(
回
4
)

イ
れ

1
6

会

受

〉

JI--

q
¥叫
引

マ

¥

叫

E
l
T
W
¥
劃

)

で
奥
え
ち
れ
る
。
明
か
民
己
れ
は
O
E
平
均
と
し
主
て
人
引
を
標
準
偏
差
と
す
る
正
常
分
布
で
あ
る
。
同
様
位
し
て
標
準
偏
差
8

の

分
布
品
目
則
を
求
む
る
と
止
が
阿
茶
る
。
即
ち
式
M
O

を
乙
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス
∞
か
ち
プ
フ
ス
山
ま
で
積
分
す
れ
ば
よ
い
。
然
る
に
、
四

。a

の
前
式
(
武
山
山
白
第
一
因
子
)
を
T

J
ナ
ス
の
∞
が
品
プ
ラ
ス
の
凹
ま
で
積
分
し
た
も
の
は
、
周
知
の
語
り

eq¥同
刊
で
あ
る
か
ら
、

可

Z
g
〈
匂
〈
-
E
+
島
]
は

O
を
K
M

と
し
て
、
し
い

(
同
市
山
〉

Z 
E 

~IT 
国

齢
、
「
〉

外
(
罰
)
計
出
畑
、
法
川
図
引
・

に
よ
っ
て
奥
え
ち
れ
る
。
己
れ
は
最
早
正
常
分
布
で
は
な
い
。

最
後
に
上
記
の
分
布
法
則
的
な
い
し
加
却
を
用
い
て
所
謂
6
分
布
主
導
い
て
最
己
う
。
今

(
同
坦
)

N
H
(刷
l
S
¥匂

在
る
礎
教
Z

一
世
考
史
、
先
づ
そ
の
分
布

(
白
(
)
)

2
2八
N
八
一
g
+
舎
、
m
e
八

久
9

・E正
]
w
b
(
F
B
)
L
N
L
ω

¥ 

を
求
め
主
う
。
こ
の
た
め
に
、
先
A
Y



主
川
(
制

1
3
~
f
針
目
崎

tr

を
満
足
す
る
如
き
一
町
及
び
弘
聞
を
考
え
、
+
引
に
聞
て
奇
を
か
〈
の
如
き
も
の
と
し
て
、
上
記
と
同
様
に
、
保
件
伺
を
満
足
す
る
E

及
び
Z

を
有
す
る
標
本
輸
の
集
り
即
ち
第
四
闘
白
如
き
環
を
考
え
よ
う
。
明
か
に
か
〈
の
如
き
標
本
賠
の
何
れ
も
|
然
も
そ
れ
の
み
、

が

l
h
k
g
+
&
と
の
闘
の

z
、
及
び
、
内
と

2
+品
問
止
の
鴎
の

a
k怯
唱
す
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
か
く
の
如
昔
桜

木
賠
悶
何
れ
か
が
現
は
れ
る
確
率
が
求
む
る
確
率
的
民
他
友
ち
友
い
。
従
つ

τ、

(
u
g
b
A
F
乞
内
庁
舎

H
'
r自
(
晶
)
匂
世
田
剛

で
あ
り
、
吏
忙
剖
を
と
り
入
れ
て
乙
れ
を
書
改
め
れ
ば
、
と
誌
に
吾
々
は

(
叫
]
{
)

、

]

戸

ヘ

同

J
宮
l

N

E凶
追

随

句

a

H

{

草加
{
r
Z
M
V
}
た
N
O
M
}

‘
.

0
t咽
¥
t
h
J
F
I
】

¥

回

)

)

吋

|

」

鳴

が

|

剖

|

。

量

ω

を
得
る
。
己
れ
が
?
と
8

と
の
同
時
的
分
布
法
則
で
あ
る
。

-次に
8

と
無
関
係
な
、

Z

だ
け
の
分
布
を
一
手
法
則
'
を
求
め
さ
っ
。
と
の
た
め
に
は
聞
の
最
右
透
の
微
分
を
8

に
つ
い
て
O
か
ら

∞
ま
で
積
分
す
れ
ぽ
よ
い
。
と
と
ろ
で
此
の
場
合

。‘ー自由、B
】
¥ 

'" -， 
~ 
同

" a B 
(， ~ Iぬ

'" .~ 
ぬ

ム， 
J宅
』

+ . 
M 、d-a z 

日

l
円

E
Z
d冒
1

4

ミ

NEB-闘

H
(
]
+
与
す
一
主
主
主
旬
、
こ
い
叩

ES)長

で
あ
る
か
、
己
れ
に
於
キ
{
喜

(H+NJEN}Lfn恥{唱えロ
+
N
J
K
E
d
-な
る
と
と
に
注
意
オ
れ
ば

鴨

標
本
節
目
一
般
化
の
問
題

第
六
宇
ニ
巻
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第

)披

七



標
本
論
的
一
般
怖
の
問
題

第
六
+
ニ
巻

七
ニ
，
第
一
ー

七

比
四
(
】
+
札
)
お
古
「
(
ミ
日
)

と
友
る
。
従
っ
て
と
i
に
吾
k

は

、

(∞
ω) 

1F 

八
N 

八
嶋

+ 
"" 総] 

O~盲目
( 

惑
とP
凡

[g 
) 

J

『
J
(

主

回

目

旦

闘

い
ド
ト

h
R「
(
同
+
N
J

!
大
、
引
1
2
S
1
5
b
)

l 

、、

を
得
る
(
添
宇
町
O
を
省
い
た
)
。
備
と
れ
に
於
て
、
コ
同
¥
一
回
)
阿
川
一
輔
、
¥
町
一
に
注
意
す
れ
ば
、
ベ
ー
タ
l
函
放
を
用
い
て

国
(
(
芯

l
M
)吉
岡
崎
戸
、
白
)

fa足

同

+
N
M
)
&

、

と
書
く
と
と
も
出
来
る
。

以
上
で

z
の
分
布
が
明
か
に
さ
れ
た
が
、
費
際
役
ピ
立
つ
ゐ
は

z
そ
の
も
の
よ
り
も
寧
ろ

同
恒
常

(
白
山
F

)

四
日
制
¥
引
刊
叫
尚

目
苛
l
S
L
I
Tギ
ヘ
恥
川
同
)

で
定
義
さ
れ
た
t
の
分
布
で
あ
る
。
此
の

t
A
T布
除
問
か
ら
直
ち
に
導
か
れ
る
。
部
ち

zr八
九
時
。
+
生
日
割
判
出
(
九
l
H
)
¥凶

Lb}(zh叶

)r

で
あ
る
。
此
の
函
数
の
数
値
も
現
代
統
計
理
論
の
教
程
に
一
般
に
表
示
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
R

・A
7
イ
シ
ャ

1
上
掲
菩
)
が
、
此
の
場

合
、
標
本
が
相
営
大
き
い
(
例
え
ぽ
三
十
以
上
の
伺
櫨
か
ら
成
主
と
き
は
上
記
の
分
布
陣
は
正
常
分
布
に
近
づ
く
か
ら
、
と
う
い
う
大
標

(
白
目
)

本
の
場
合
は
、
所
詣
「
確
率
積
分
表
」
が
輔
用
で
き
る
バ



四{

前
三
節
の
詮
明
は
現
代
標
本
論
の
内
容
を
つ
く
す
品
の
で
は
な
い
。
然
し
、
そ
の
業
本
的
な
黙
は
以
ょ
に
よ
っ
て
略
々
概
観
し
得

た
で
あ
ろ
う
。
-
弐
に
吾
A

は
最
初
の
問
題
例
左
中
心
に
、
此
目
標
本
論
が
賓
擦
の
統
計
的
鹿
理
に
ど
う
臆
用
苫
れ
る
か
を
概
説
し
て

治
と
う
。
と
れ
も
勿
論
現
代
統
計
理
論
に
於
け
る
標
本
論
の
癒
用
主
全
部
的
に
一
万
す
も
の
で
は
な
く
、
「
槙
本
論
が
上
記
の
如
き
そ

の
課
題
を
如
何
に
し
て
果
す
か
」
を
例
示
せ
ん
が
だ
め
の
も
の
に
他
な
ち
な
い
。

田
上
記
の
間
間
例
に
か
支
ろ
う
同
此
白
場
合
母
集
闇
は
商
人
が
買
ラ
た
電
球
群
で
あ
り
、
標
本
は
mw
が
一
示
す
占
う
た
分
布
を
有

ず
る
九
個
の
電
球
上
り
成
。
て
い
た
。
標
本
平
均
は
問
、
五

O
C
(時
間
)
で
あ
る
が
、
問
題
は
此
の
観
察
所
奥
か
ち
見
て
、

は
平
均
五
、

0
0
0時
閣
の
寿
命
主
有
す
る
電
球
よ
り
成
る
か
、
ま
た
、
ち
此
の
観
察
所
奥
か
ら
見
て
母
集
闘
の
異
の
平
均
持
繍
時
間

母
集
闇

は
E
う
見
ら
る
d

へ
き
か
、
で
事
る
。

、ld
，

、

ノ

?
F
9
ν
グ
由

以
下
の
考
察
を
遇
じ
て
吾
々
は
つ
ね
に
、
一
母
集
聞
が
定
常
分
布
を
宥
す
る
と
と
、
二
標
本
の
抽
出
が
完
全
に
無
作
震
に
行
わ
れ

，

(

(

 

た
と
と
を
前
提
し
た
け
れ
ば
友

ιぬ
。
前
前
節
の
説
明
か

ι明
か
な
よ
う
に
、
此
の
前
提
の
下
に
於
て
の
み
、
上
記
の
標
本
論
は
遡

用
可
能
と
な
る
か

ιで
あ
る
。

戸

さ
て
営
面
の
問
顕
に
於

τ母
集
閣
の
標
準
偏
差
は
未
知
で
あ
る
。
母
集
閣
の
標
準
偏
差
を
未
知
と
し
な
が
ら
、
然
も
問
題
を
鹿
理

し
得
る
貼
に
現
代
標
本
論
の
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
己
主
で
は
、
最
初
、
標
本
標
準
偏
差
を
以
て
母
集
圏
の
そ
れ
に
代
用

し
左
が
ち
議
論
を
準
め
よ
う
。
卸
ち
、
母
集
闘
も
、
標
本
と
同
様
に
、
五
七
六
(
時
間
)
の
標
準
偏
差
を
有
す
る
と
と
と
す
る
叩

L

さ
て
今
主
口
々
の
母
集
岡
は
、
仮
設
遇
り
玉
、

0
0
0
の
平
均
持
績
時
間
を
告
す
る
と
し
よ
う
。
卸
ち

?
"
p
g
p
a
H
S晶
で
あ

標
本
論
白
一
般
化
時
問
題

第
六
+
ニ
巻

士

第

磁

七



標
本
論
町
一
般
化
の
問
題

第
六
+
=
轡

+: 
四

第

鵠

七

四

る
σ

苫
て
此
の
前
提
白
下
に
於
て
は
、
前
々
節
の
標
本
論
は
、
標
本
平
均
が
四
、
五

0
0時
間
以
下
と
な
石
確
率
を
教
え
る
。
特
に

標
本
平
均
は
上
記
聞
が
一
示
す
上
う
に

E
常
分
布
法
則
に
従
う
の
勺
あ
る
か
ら
、
菩
々
の
此
の
確
率
を
所
謂
確
率
積
分
表
に
上
っ
て
直

ち
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
賢
際
、
今
円
一
場
合
、
静
か
不
称
か
骨
格
停
t
s
ミ
¥
川
町
は
一
九
一
一
(
時
間
)
で
あ
り
、

N
u
p
s
-
は
包
U

p
o
-
-
か
ら
此
の
標
準
偏
差
の
約
一
了
六
倍
距
っ
て
い
る

0
4確
率
積
分
表
に
依
っ
て
計
算
す
れ
ば
、

0

か
ら
己
れ
以
上
の
距
離
を

有
す
る
標
本
平
均
が
現
わ
れ
得
る
確
率
は
0
0
2
4

で
あ
る
。
即
ち
千
同
の
う
冷
約
五
同
と
い
う
勘
定
で
あ
る
。

以
上
は
母
集
圏
の
平
均
は
石
、

0
0
0時
間
と
い
う
仮
定
だ
け
か
ら
全
〈
拍
久
的
巴
導
き
出
さ
れ
た
結
論
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
此
の

抽
象
的
推
理
か
ち
菩
々
は
如
何
な
る
費
際
的
障
結
を
導
き
得
る
か
。

母
集
圏
か
色
無
作
鴛
に
標
本
主
抽
出
し
た
場
合
、
そ
田
平
均
は
母
集
聞
の
平
均
と
充
分
異
り
得
る
。
従
っ
て
問
者
が
一
致
し
た
い

か
ら
と
い
っ
て
該
貨
物
が
不
良
品
だ
と
い
う
と
と
は
由
来
危
い
。
此
の
不
一
致
が
大
き
く
、
無
作
鴛
抽
出
の
場
合
に
生
ヂ
る
狂
い
以

上
に
怠
っ
た
揚
合
に
始
晶
て
此
の
狂
い
は
「
意
味
を
持
つ
」
令
閉
山
岡
国
寄
自
て
d
b
け
で
あ
る
。
と
と
る
で
上
記
の
問
題
例
一
に
於
て
は
、

若
し
母
集
圏
の
平
均
が
荒
、
、
0
0
0時
間
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
千
悶
に
五
回
し
か
語
と
ら
左
い
よ
ラ
を
狂
い
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

或
い
は
批
の
妻
賢
に
も
拘
わ

ι歩
、
此
の
釘
い
ば
チ
ヤ
V

ス
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
母
集
圏
の
平
均
は
川
や
は
り
玉
、

0
0
0時
間

と
看
倣
し
て
よ
い
ん
一
考
主
る
「
暢
気
な
」
人
一
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
ま
た
、
「
狂
い
が
チ
ャ

V

Z
だ
げ
に
基
い
ー
一
て
生
守
る
と

い
う
己
と
は
、
千
同
区
在
同
と
い
う
極
め
て
稀
有
た
己
と
で
あ
る
か
ら
、
此
の
狂
い
は
最
早
偶
然
的
事
情
だ
け
に
基
く
色
は
考
え
ら

れ
友
い
。
母
集
閏
の
電
球
そ
の
も
の
が
平
均
五
、

0
0
0時
間
の
蕎
命
を
有
し
な
い
の
だ
」
と
考
へ
る
入
も
あ
ろ
う
。

何
れ
に
せ
止
、
か
く
の
如
き
検
定
は
狂
い
が
有
意
か
否
か
を
調
ぺ
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
意
味
に
於
て
「
有
意
度
検
定
」
官
界
主

百
官
E
E
E
4
ム
」
呼
ば
れ
サ
叫
が
ぺ
此
の
有
意
度
検
定
に
営
っ
て
如
何
む
る
基
準
に
よ
っ
て
有
意
、
非
有
意
を
決
す
る
か
は
全
〈
恋
意
的



• 
で
あ
る
。
然
し
一
般
に
陪
狂
い
が
ぞ
れ
以
上
と
な
る
確
率
が
戸

g
以
下
の
場
合
「
有
意
で
あ
〆
る
」
と
云
い

C
E
以
下
と
友
る
場

合
に
ほ
「
高
度
に
有
意
ぜ
あ
る
」
台
高
巴
宮
岡
国
岡
骨
量
与
と
一
耳
て
い
る
。
/
此
の
習
慣
的
基
準
か
ら
云
え
ば
、
此
の
問
題
例
に
於
け
る
開

曹
は
「
有
意
」
で
あ
り
、
従
っ
て
、
他
丹
新
し
い
資
料
が
現
わ
れ
ね
限
り
、
母
集
圏
の
平
均
薄
命
は
五
、

0
0
0時
間
以
下
と
考
え

ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

同
然
ら
ぽ
以
上
の
観
察
結
果
よ
り
し
て
吾
々
は
母
集
圏
の
平
均
に
つ
い

τ如
何
な
る
推
定
を
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
健
統
的

危
理
論
に
於
て
は
、
か
の
ベ
イ
ズ
(
出
品
百
)
の
定
理
か
ら
出
費
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

oが
そ
の
可
能
な
様
々
の
値
を
と
り
得
る
確
率

|
所
謂
事
前
確
率
ー
が
そ
の
可
能
主
値
に
均
等
K
分
配
苫
れ
て
い
る
(
事
前
穣
串
h
S
)
晶“
USE-)
と
い
う
仮
定
に
も
と
宇
い
て
此
白

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
ナ
る
が
、
現
代
統
計
理
論
は
此
的
不
合
理
な
構
成
か
ら
完
全
に
離
脱
し
よ
う
と
す
る
。
上
記
の
問
題
例
を
利

用
し
友
が
ら
、
斑
代
統
計
理
論

κ於
け
る
此
の
問
題
白
取
扱
い
を
述
べ
よ
う
。
と
れ
ま
で
と
同
様
、
母
集
園
田
標
準
偏
差
が
既
知
で

あ
り
、
然
も
五
七
六
(
時
間
)
で
あ
り
、
標
本
平
均
の
椋
準
偏
差
は
、
従
っ
て
、
一
丸
一
一
(
時
間
)
で
あ
る
と
し
よ
う
。
さ
て
、
今
般
設

に
縫
っ
て

T
g
g
と
す
る
と
曹
、
確
率
積
分
表
K
-よ
れ
ば
、
根
本
平
均
が
器
定
時
間
(
即
ち
♂
喜

+
p
s
zそ
む

以

下

で

あ
る
確
率
は

-
g
で
あ
る
。
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
或
る
植
が
奥
へ
ら
れ
た
場
合
、
か
よ
う
に
、
統
計
値
が
そ
れ
以
下
の
債
を
と
る
確

率
が

μ
で
あ
る
と
昔
、
此
の
値
を
そ
の
統
計
債
の

μ
l
.
A
I
セ
Y
テ
イ
ル
官
官

5
5
5
と
い
う
。
上
記
K
於

τ、
耳
、
三
九
四
時

間
は
司
H
H
P
-
g
に
封
ず
る
正
の

o
.
g
.
m
l
セ
y
テ
イ
ル
で
あ
る
。
明
か
巨
、
と
れ
に
謝
し
て
、
制
H
F
S
∞
は
-
-
回
.
内

1
セ
V

テ
ィ
ん
で
あ
る
。
冒
と
こ
ろ
で
若
し
、

Tup---
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
陥
五
、
ロ
一
九
四
時
間
と
四
、
六

O
五
時
間
と
の
間
に
あ
る

k
見

た
場
合
、
謬
り
を
島
か
す
割
合
は
、
結
局
に
於
て
、
一

O
O同
に
四
同
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
よ
う
に
或
る
危
険
率

ε
と
が
奥

へ
ら
れ
た
場
合
、
町
¥
凶
ぷ

1
セ
V
テ
イ
ル
r

と

官

l
T
b
}
}
園内

1
セ
ン
テ
イ
ル
と
の
聞
の
直
間
を
誤
謬
危
険
率

e
t有
ナ
る
バ
l
セ

第
一

l
ニ

韓

七

五

標
本
前
回
一
般
化
申
問
題

第
六
十
二
審

七
五



標
本
簡
の
一
般
仰
の
問
題

第
六
+
ニ
巻

士
大

第

鵠

七
六

V
7
/ル
区
間
(
一
胃
2
u
z
r
E
2
4
L
4
E
F
3
2
2
t
)
と
呼
ぶ
。

さ
て
以
上
で
は
0
に
特
定
の
値
b
k
奥
へ
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
。
然
し
、

0
に
つ
い
て
何
色
特
別
の
値
を
考
へ
得
な
い
と
い
う
の

が
一
般
の
場
合
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、

8
に
何
ら
特
別
の
値
を
興
え
得
ぬ
と
し
て
も
、
一
定
の
誤
謬
危
険
率
s
が
奥
へ
ら
れ
た
揚
合

に
は
、
五
円
々
は
夫
ミ
の

0
の
値
に
臆
じ
て
(
向
¥
N
)
1
.ハ
1
セ
V

テ
イ
ル
及
び
{
】
!
?
¥
回
)
}
パ

1
セ
ン
テ
イ
ル
を
・
決
定
し
得
る
は
ザ

と
れ
を
0
空
間
数
と

L
て
夫
A

自

(
3
・Eq)
で
示
す
と
昔
、
吾
々
は
E
O
平
面
上

自(.，

• 

H弘

で
あ
り
、

に角
(
q
v

及
び
虫
色
)
を
表
示
す
る
曲
線
を
措
き
得
る
v

わ
け
で
あ
る
。

さ
て
或
る
標
本
よ
り
じ

τ、
従
っ
て
、
互
の
特
定
の
値
認
を
得
た
と
す
る
。

固

此
の
E
に
謝
し
て
聞
t
R
S
Y
制

VHhwS}

を
満
足
す
る
如
き

o
m値
を
夫
、
、

F
J
P
'
と
す
れ
ば
、
か
よ
う
に
特
定
の
椋
木
平
均
一
m
E得

た
と
ん
巴
一
か
ち
母
集
圏
平
均
が
(
司
3
3
)
な
る
直
間
内
に
あ
る
と
考
も
え
た
場
合
、
結
局
に
於
て
、

謬
り
を
烏
か
す
危
険
は

E
K
過
ぎ
友
い
い
で
あ
ら
う
。
吾
々
は
か
く
の
如
き
直
聞
を
信
頼
直
間

有

S
E
2
0
0、
耳
目
&
と
呼
ぶ
。
現
代
統
計
理
論
は
か
〈
の
如
く
‘
事
前
確
率
と
い
ふ
如
き
も

然
も
グ
結
局
に
於
て

A
E
E
o
z
a
E与
の
誤
謬
の
頻
度
を
考
え

主

主告事• ¥ 
の
を
考
え
る
と
ふ
」
な
〈
、

る
仕
方
忙
於
て
、
問
題
を
解
決
す
る
の
で
あ
る
。

旧
以
上
で
は
標
本
標
準
平
均
を
以
て
直
も
に
母
集
圏
の
標
準
偏
差
と
見
倣
じ
て
考
察
を
進
め
た
。
比
の
前
提
白
下
に
確
率
積
分

衰
を
利
用
し
て
議
論
す
る
と
と
は
既
に
侍
統
的
理
論
が
用
い
た
論
法
で
あ
り
、
此
の
賄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
念
闘
式
陀
若
干
円
改

良
は
あ
る
に
し
て
も
、
現
代
理
論
の
特
徴
は
あ
ま
り
多
〈
出
て
こ
な
い
。
現
代
理
論
の
特
徴
は
母
集
聞
の
平
均
の
み
段
ち
守
、
標
準

偏
差
を
も
未
知
と
L
、
然
も
標
本
標
準
偏
差
の
分
布
伊
豆
常
で
な
い
小
標
本
主
も
封
象
と
し
て
問
題
を
慮
理
す
る
と
と
ろ
か
ら
始
ま



る
。
突
に
そ
の
鹿
理
法
の
一
端
を
妓
べ
よ
う
。

標
本
標
準
偏
差
は
未
知
で
あ
る
と
じ
て
も
、
前
節
で
絞
ペ
た
係
数

t
は
、
母
集
圏
平
均
O
に
つ
い
て
或
る
議
想
値
が
奥
へ
ら
れ
る

貴
際
上
記
の
問
題
例
に
於
て
幅
一
H
印

U

D

O

-

s

l

H

H

F

嗣

H
P印
き
で
あ
る
か

pq相
HH

な
ら
ば
算
出
出
来
る
。

と
す
れ
ば
匂

H
S由M

p
g
G
に
底
歩
る

t
の
値
を
品
と
す
れ
ば

.

4

・四
C
C
l白
骨

骨

C

P
H
H
H
q
J
f
1
1
i
n
l間
四

品

白

4
¥
∞

と
な
る
。
今
t
分
布
の
表
に
よ
っ
て

、

相

l
町

UDo-

蜘

H
d調
利
川
町

が
絶
封
値
に
於
て

ι以
止
に
友
る
確
率
を
求
め
れ
ば

P
急
よ
り
も
向
小
苫
い
。

ζ

の
こ
と
に
つ
い
て
上
記
と
同
様
の
推
論
を
用
い

る
と
、
有
意
度
検
定
の
慣
習
的
基
準
を
用
い
る
限
り
、
己
主
忙
現
わ
れ
た
開
曹
は
有
意
で
あ
一
台
、
此
の
母
集
闘
の
平
均
持
続
時
聞
は

五、

0
0
0時
間
以
下
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
由
と
と
に
な
る
。

五
f

前
節
で
標
本
論
の
臆
用
の
一
端
を
叙
ベ
た
。
勿
論
魂
代
統
計
理
論
に
於
け
る
槙
本
論
の
膝
用
は
以
上
に
讃
吉
在
い
の
み
か
、
事
ろ

以
上
は
そ
の
一
小
局
部
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
、
か
の
カ
イ
自
乗
分
布
と
仮
設
趨
ム
ロ
度
検
定
へ
の
そ
町
臆
用
、
幾
つ
か
の
標
本
が
興
へ

ノ

ら
れ
た
場
合
の
そ
の
統
計
値
(
平
均
、
標
準
偏
差
な
互
の
逮
ひ
の
有
意
度
。
検
定
、
所
調
ず

z
p
ア
Y
ス
の
分
析
、
夏
肥
岡
儲
係
数
・

相
関
係
敢
な
ど
へ
白
標
本
論
の
感
用
等
々
の
庚
汎
な
諾
領
域
に
立
入
る
乙
と
は
此
の
小
稿
の
能
く
す
る
と
と
ろ
で
は
な
い
。

L
R
理

標
本
論
町
一
競
作
の
問
題

第
六
十
二
巻

t
t
 
信

器

七
七

‘ 
/ 



1 

標
本
論
。
一
般
化
の
問
題

第
六
+
ニ
巻

七
凡

七
八

第
一

l
ニ
揖

論
の
解
説
及
び
批
判
と
い
ふ
営
面
白
目
標
に
必
要
な
範
囲
で
は
、
現
代
統
計
理
論
、
特
に
標
本
論
白
内
容
は
明
か
に
な
っ
た
と
思
は

れ
る
か
ら
、
突
に

L
R
理
論
そ
四
も
の
に
考
察
を
縛
歩
る
こ
と
に
し
よ
う
。
(
以
下
頁
設
だ
け
を
飽
し
て
い
る
の
は
、
上
記
白
『
4
自白

問
。
岳
共
著
む
「
確
串
闘
要
蹟
」
か
b
の
引
用
で
あ
る
。
)

統
計
的
操
作
を
跨
納
と
演
緯
と
の
結
合
と
見
る
駄
に
於

τ
L
R
理
論
は
と
れ
ま
で
の
ア
ィ
シ
ヤ

I
的
観
臨
と
同
様
で
あ
る
。
観
察

~
所
奥
が
奥
べ
ら
れ
そ
れ
に
つ
い
て
慢
設
が
た
て
ら
れ
る
。
数
皐
的
分
析
は
此
の
俄
設
か
ら
論
理
必
然
的
に
結
果
ず
る
蹄
結
を
導
〈
。

此
の
院
績
は
観
察
所
輿
忙
よ
っ
て
吟
味
さ
れ
承
認
あ
る
い
は
否
認
さ
れ
る
。
統
計
操
作
を
か
よ
う
に
陣
約
と
演
蒋
と
の
結
合
と
看
倣

ず
貼
に
於
て

L
R
理
論
は
フ
ィ
シ
ヤ
ー
の
思
想
主
檎
承
す
る
が
、
此
の
結
果
と
し

τ統
計
操
作
が
含
む
三
つ
の
要
素
が
先
づ
見
出
さ

れ
る
。
第
一
段
、
観
察
所
奥
と
じ
て
の
「
標
本
」
で
あ
担
、
第
二
は
「
母
集
闘
」
で
あ

ht
第
一
一
一
は
、
母
集
圏
の
構
造
を
規
定
す
る

と
暫
定
的
に
看
倣
苫
れ
る
「
仮
設
」
乃
至
「
仮
設
的
法
則
」
t

で
あ
る
0

(

一
図
式
頁
)

Iヘ

以
上
に
閲
す
る
限

p
、
L
R
理
論
ば
何
ち
特
色
を
有
し
た
い
ロ
然
し
L
R
は
以
上
三
つ
の
要
素
の
上
に
第
四
の
要
素

E
芳
へ
る
。

母
集
固
か
ち
標
本
抽
出
(
耳
目
唱

E
巴
が
行
は
れ
る
過
程
が
と
れ
で
あ
る
。
母
集
圏
の
上
位
標
本
抽
出
河
室
選
出
と
い
う
手
続
舌
3呂
田

。同

E
Z
Z
S
Z
E
E
-
E
S
が
加
わ
る
と
と
に
よ
っ
て
こ
己
に
標
本
が
生
れ
る
。
母
集
闘
を

P
、
選
出
手
続
き
を
8
、
標
本
主

a
と

す
れ
ば
、
標
本
s
は
』
叫
に
同
と
い
ム
オ
ベ
レ
ー
ダ
ー
が
作
用
し
て
生
れ
る
・
も
の
で
あ
り
、
記
械
的
に
は
匂
U
長
H
J

で
表
現
さ
れ
る

如
き
も
の
で
あ
る
。
か
〈
の
如
き
「
選
出
過
程
ι
と
い
う
第
四
の
要
素
主
導
入
す
る
賠
が
L
R
理
論
国
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
(
以
上

に
ヲ
い
て
は
三
七
頁
以
下
、
一
一
ニ
=
頁
以
下
、
一
四
六
頁
以
下
品
睡
眠
}
然
し
此
の
著
眼
が
生
産
的
で
あ
る
た
め
に
は
1

此
の
著
限
自
鰭
が
標
本

論
の
数
皐
的
取
扱
い
の
な
か
に
具
閥
化
苫
れ
ね
ば
な
ち
砲
が
、
彼
等
は
如
何
に
し
て
J

此
の
選
出
過
程
を
標
本
論
に
と
り
入
れ
る
か
s

(
以
下
に
つ
い
て
は
一
凶
七
買
以
下
参
照
)

ペ



を

可主
)題
様.l-
本す
に:0
1奇数
け量
色白甘
き標
の識
分!
布 l
を例
問へ
s ぽ
上

と 記-rの
1 問

吉署
盟迩
唱と包 τ 
を悼
と 昌幸

P宗
ノ、 (/J

れ晶
る 主晶

最得
、問
自!
然|

芸?
法〈、

は母
集
闇
tt: 
於
け
る
そ
の
分
布

(
叫
岳
)

q
t
}
H』0
{
悼
)
可
官
)

と
置
〈
方
法
で
あ
ら
う
。
邸
ち
、
標
本
は
母
集
閣
か
ち
所
謂
「
無
作
品
局
」
に
抽
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
如
何
と
も
あ

れ
、
兎
に
免
母
集
圏
の
ぎ
ち
或
る
大
事
。
標
識
を
も
っ
部
分
に
謝
し
て
は
そ
の
大
さ
に
廃
じ
た
或
る
「
重
み
」
を
附
し
て
抽
出
が
行

は
れ
る
。
か
よ
う
に
考
へ
る
と
と
で
あ
ら
う
。

然
し

L
R
の
観
尉
位
E
れ
と
異
る
。
容
ろ
彼
等
に
従
え
ば
「
観
察
者
は
、
例
へ
ば
む
に
於
け
る
彼
D

『
讃
み
』
に

r
H
r
p
p
H「回

等
々
に
於
付
る
「
読
み
』
を
混
入
せ
し
め
る
と
い
ふ
の
が
、
観
測
者
が
寅
擦
に
行
ふ
と
と
ろ
で
あ
る
。
観
測
者
は
t
何
特
定
値
に
於

廿
る
正
確
た
観
察
値
を
雪
ふ
る
と
い
ふ
仮
定
に

FF」
づ
い
て
行
動
す
る
か

ι、
か
さ
フ
に
誤
っ
た
観
察
値
を
混
入
す
る
と
と
は
彼

の
統
制
範
圏
外
忙
あ
る
」
ご
固
七
頁
)
。
か
よ
う
陀
し
て

L
R
は
或
る
特
定
白
法
則
に
従
っ
て
観
察
債
の
謀
っ
た
混
入
が
行
陥
れ
る

と
仮
定
す
る
。
即
ち
、
観
察
者
が
特
定
値
ら
に
於
け
る
観
察
値

q
F
)
ム」

考
へ
る
も
の
の
中
に
は
、
勿
論
司
{
£
も
入
っ
て
い
る
が
、
然
し
ま
た
、

そ
白
近
傍
の
で
(
相
+
匂
}
も
地
(
匂
)
だ
け
の
割
合
を
も
っ
て
混
入
さ
れ
て
沿

"'む

標
本
鶴
自
一
般
化
即
問
題

周大

担
、
結
局
第
六
岡
が
-Fす
よ
う
に

第

(
叫
叫
)

q
T下
凶
で
(
平
生
品

な
る
関
係
に
立
っ
と
考
へ
る
。
勿
論
問
題
と
す
る
t
の
近
傍
を
除
い
て
は

第
一

l
-一読

第
六
十
=
巻

七
九

七
丸

、{



標
本
論
。
一
概
化
の
問
題

第
六
十
一
一
容

1¥. 
O 

第
一

l
ニ
披

F、
O 

注
意
深
い
観
察
者
に
と
っ
て
は

Z
Lと
者
倣
弓
れ
ね
ば
な
ら
円
筒
、
彼
に
於
て
は
、
此
D
b
(与
な
る
函
数
|
l
選
出
過
程

を
特
徴
づ
け
る
函
数
ー
ー
が
t
に
無
関
係
な
も
の
と
し
亡
取
扱
は
れ
て
い
る
こ
と
が
、
注
意
さ
れ
ね
ば
な
広
一
ぬ
。

L
R
理
論
は
か
よ
う
な
形
に
於
て
槙
本
論
。
問
題
を
取
扱
は
う
と
す
る
。
従
っ
て
「
標
本
分
布
三
品
が
輿
べ
ら
れ
、
ま
た
、
或

る
選
鐸
の
方
法
三
品
が
前
提
せ
ち
れ
た
場
合
、
も
と
の
母
集
圏
可
官
)
に
つ
い
て
吾
々
は
如
何
友
る
齢
結
を
導
出
し
得
る
か
」
己
れ

が
標
本
論
。
問
題
と
な
る
。
き
て
此
の
問
題
の
取
扱
ひ
に
営
ワ
て

L
R
は
愛
量
が
不
謹
績
に
竣
動
す
る
場
合
と
謹
続
的
に
鑓
動
す
る

場
合
と
を
直
別
し
て
叙
ベ

τ
い
る
。
以
下
と
の
ニ
ワ
の
場
合
に
つ
い
て
彼
の
取
扱
ひ
主
要
約
的
に
紋
べ
よ
う
。

さ
て
護
軍
が
ボ
連
槙
的
に
費
動
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
先
帝
J

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
E
を
担
(
怖
γ
L
3
+
s
w
恒
J
E
u
-
ミ
ー
十
与
で
定
義
す

る
。
と
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
る
と
訂
は

(∞∞) 

g
払

E)唱す
丁
帥
一

srふ
さ
)

と
な
る
が
、
若
し
此
の
無
限
級
教
が
本
一
周
]
と
し
て
表
現
さ
れ
得
る
た
ら
ぽ

河
川
官
(
-
同
)
て

3

と
な
り
、
一
従
っ
て

( 。a
'" ) 

三
}
日
事
l
H
{

同
百
戸
時
)

が
此
の
方
程
式
の
一
つ
の
特
妹
解
と
な
る
。
今
こ
れ
に
於
て
定
差
法
の
記
践
を
と
り
入
れ
れ
ぽ
同
H
S
1
h
t
ー
+
s
・l・『
s
u
h
h
S
+

H
S
A
h
+
H
E
H
)
と
た
る
が
、
と
れ
を
用
い
る
と
昔
は
も
l凶
(
恩
川

dmlM(同
+
h
)
は
と
+
』
L
+
』
M
h
u
+
:
:
:
友
る
形
に
展
開
さ

れ
る
。
従
っ
て
求
む
る
函
裁
可
(
旦
は
所
奥
の
函
数

q
f
)
と
そ
白
定
差
に
よ
っ
て
表
現
苫
れ
得
る
と
と
と
友
る
。
特
に
3
3
が

t



• 

の
多
項
式
の
場
合
に
は
、
或
る
巾
以
上
の
定
差
は
沿
え
る
か
ら
、
便
宜
勺
あ
る
。
以
上
は
仰
の
一
つ
の
特
殊
解
に
過
ぎ
沿
い
。

般

解
は
此
の
特
殊
解
と

(

世

〕

)

豆
島
可

(aL

• 
の
解
と
か
ち
成
る
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
此
の
仰
の
解
た
る
函
教
は
、
例
え
ば
若
干
個
の
任
意
常
数
を
含
み
、
比
の
限
り
に
於

τ恋

意
的
宿
あ
る
バ
従
ワ
て
一
般
解
は
決
心
て
一
義
的
に
は
定
虫
色
た
い
。
印
ち
、
一
定
の
選
出
函
数
唱
す
)
が
前
提
苫
れ
た
と
し
て
も
、

所
奥
の
標
本

ι可
能
な
ら
し
め
る
母
集
固
と
し
て
は
無
数
に
多
〈
の
も
の
が
可
館
で
あ
る
。

L
R
は
酬
の
解
出
或
る
程
度
任
意
と
骨

ιと
と
を
若
干
申
例
を
用
日
て
示
し
て
い
る
が
、

ζ
ι
k目
立

入

且

な

い

。

〆

衣
に
、
資
量
が
蓮
練
仰
に
同
盟
動
ず
る
場
合
-E
取
扱
び
は
E
れ
と
同
様
で
あ
る
。
選
出
函
数
』
C
(

句
)
は
、
。
h

れ
白
川
以
以
外
で
は
、
一
零
に

等
し
い
と
す
れ
ば
釘
の
代

D
に

(
古
)
司
(
平
川
町
一
可
官

+h句)地(白日§

a

一

l

e

/

J

g

J

 

が
興
へ
ら
れ
、
所
奥
の

q
g
u
司
(
与
!
に
劃
し
て
と
れ
を
満
足
す
る
よ
う
赴
可
S

E
求
め
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
伽

L
R
は
此
の
場

合
恥
つ
い
て
は
竺
与
が
正
常
分
布
の
場
合
、
即
ち
、

h
を
所
謂
精
度
と
し

τ
』会
)
H
川
河
号
』
白
書
"
で
あ
為
場
合
忙
限
っ
て
、
二
与

の
例
題
に
つ
い
て
ζ

れ
を
論
じ
で
い
る
。
然
し
と
こ
に
は
立
入
う

τ論
ぜ
歩
〉
た
ピ
解
が
此
の
場
合
に
は
前
と
違
っ
て
任
意
性
佐
も

た
な
く
な
っ
て
い
る
と
と
を
注
意
す
る
比
止
め
る
。

穴

， 

L
R
理
論
の
特
徴
的
な
賠
は
以
上
に
明
か
に
し
た
如
く
で
あ
る
。
去
に
明
か
に
し
た
よ
う
に
、
現
代
標
本
論
は

E
常
母
集
聞
及
法

標
本
繭
由
一
般
北
白
問
題

集
大
十
二
巻

/、

静

是慮

丹、

'、



a 

標

本

摘

白

一

般

化

の

問

題

八

ニ

無
作
矯
標
本
抽
出
の
仮
定
か
ら
出
裂
ナ
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
、

L
R
理
論
が
脱
等
の
前
提
か
ち
一
翠
に
離
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る

f
E
占
は
注
目
に
値
す
る
と
言
は
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
然
し
L
R
理
論
は
此
の
試
み
に
於

τ呂
こ
ま
で
成
功
し
て
い
る
で
あ
ち
う
か
。

率
直
に
言
っ
て
、
失
敗
に
終
っ
て
い
る
よ
う
に
忠
は
れ
る
。
以
下
そ
の
理
論
を
批
判
し
な
が
ら
と
の
と
と
を
明
か
に
し
よ
う
。

ム
記
の
遇
担
、

L
R
理
論
の
特
色
は
、
標
本
論
の
第
四
の
要
素
と
し
て
選
出
過
程
乃
至
標
本
拍
出
過
程
を
と
り
入
れ
る
と
己

b
に

¥
 

6

・9。
郎
の
構
想
そ
の
も
の
は
一
賑
是
認
さ
れ

τど
い
で
あ
ち
ろ
?
然
し
そ
れ
を
具
傾
化
ず
る
に
営
つ
℃
彼
が
、
用
い
た
選
出
函
数

立
与
は
E
う
で
あ
ち
う
か
。
此
の
商
教
に
う
い
て
注
目
す
べ
き
こ
¥Kほ
、
第
一
に
そ
れ
が
観
察
値
目
謬
ワ
お
混
乱
八
を
示
す
己
と
、
第

三
匹
そ
れ
が
費
量
?
と
無
関
係
な
と
と
、
換
言
す
格
ぼ
獲
量

t
は
襲
っ
て
も
比
の
混
入
を
支
配
す
る
決
則
は
不
出
世
ど
令
れ
て
い
叩
る
己

ー
と
。
己
れ
で
あ
る
ロ
念
の
た
め
に
此
の
構
想
主
具
鰹
的
念
例
主
設
け
て
解
「
読
す
れ
ば
か
う
で
あ
る
。
今
何
百
人
か
の
壮
丁
に
つ
い
て
L

身
長
主
調
べ
る
。
比
の
場
合
、
例
へ
ば
民
の
身
長
が
五
尺
二
寸
の
も
の
の
う
ち
何
割
か
は
誤
O
て
身
長
五
尺
三
寸
の
も
の
と
ん
で
取

扱
は
れ
、
五
尺
三
寸
の
員
数
に
編
入
さ
れ
る
。
同
様
に
し
て
丑
尺
四
ず
の
も

φ
の
何
割
か
も
五
尺
三
寸
の
も
の
の
員
敢
に
細
木
-
芭
れ

る
。
「
何
割
が
誤
っ
て
他
の
身
長
の
員
鍛
に
編
入
さ
れ
る
か
」
の
法
則
hr-
興
へ
る
も
の
が
均
一
与
で
あ
る
。
然
も
此
の
混
入
の
割
合
は

謂
は
ば
混
入
を
供
出
す
ザ
も
の
の
大
い
苫
と
混
ス
を
受
入
れ
る
も
の
の
大
い
苫
と
の
開
き
だ
砂
で
定
ま
り
、
混
入
を
受
入
る
も
同
の

大
苫
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
卸
ち
身
長
主
尺
=
一
寸
に
か
か

b
ち
ゃ
五
尺
四
寸
と
見
訣

ιれ
る
割
合
と
五
尺
四
寸
に
か
か
わ
ら
歩
五
尺

五
寸
と
見
誤
ら
れ
る
割
合
と
拡
等
し
い
、
と
い
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
る
。

u

守

此
の

L
R
の
構
成
が
不
合
理
可
乙
と
は
以
上
の
具
極
的
危
例
を
通
じ
て
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
観
察
債
が
訣
諒
さ
れ
る
と
い
ふ
場

合
は
殆
ど
た
い
し
、
ま
た
、
若
干
の
誤
簡
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
許
さ
れ
得
る
誤
差
の
内
部
に
於
て
生
じ
別
に
重
大
な
結
来
を

静
六
十
‘
一
}
巻

帯
一

1
ニ
掛

A 

ιν 

' 

生
す
る
と
と
は
友
い
で
あ
ら
う
。

L
R
が
如
何
な
る
具
強
的
な
揚
ム
口
を
念
頭
に
置
い
て
い

Z
か
は
明
か
で
な
い
が
、
砂
《
と
官
、
吾



々
が
問
題
と
す
る
祉
舎
統
計
・
鰹
積
統
計
に
闘
し
て
ほ
か
〈
の
如
匙
訣
模
の
可
能
性
政
少
な
が
。
吾
々
が
取
扱
ふ
殆
左
凡
主
の
場
合

を
通
じ
て

J色、

h
s
L
Lご
Hア恒
(

匂

)HD-rt

と
考
え
て
止
い
で
あ
ら
う
。
と
と
ろ
で
か
上
う
に
特
殊
化
し
た
揚
令
、
以
上
の

L
R
理
論
は
如
何
な
る
結
果
を
も
和
ら
す
か
。
明
か

に
可
(
品
目

qsw
即
ち
、
標
本
分
布
は
舟
集
圏
分
布
に
同
じ
と
い
ム
結
果
で
あ
る
。
己
れ
程
不
合
理
友
結
果
は
な
い
が
、
そ
の
南
京

す
る
所
は
、

L
Rが
標
本
選
出
を
誤
讃
と
同
一
視
す
る
の
儀
up、
標
本
選
出
の
消
極
的
作
用
戸
一
即
ち
標
本
選
出
兵
占
っ
て
母
集
閣
の

伺
憾
の
あ
る
も
の
は
、
個
々
の
標
本
の
中
に
現
れ
得
友
〈
な
る
と
い
ふ
事
賞
、
を
宥
過
す
る
と
と
に
あ
る
J

か
土
う
に
し
で

L
R
理
論
は
、
選
出
函
数
民
与
の
構
造
が
不
合
理
で
あ
る
た
め
に
、
最
初
の
注
目
す
べ
き
意
闘
に
も
か
か
b
ち
歩
・

殆
ん

E
失
敗
に
終
っ
て
い
る
主
ヲ
に
恩
は
れ
る
ロ
貸
際
標
本
論
そ
の
も
の
の
資
質
的
展
開
に
於
て
も
L
R
は
上
記
の
観
賠
か
色
何
ち

の
貢
献
も
捜
し
得
宇
、
有
意
度
検
定
自
問
題
な
ど
白
取
扱
と
於
て
は
、
寧
ろ
従
来
白

|
j本
稿
前
半
が
取
扱
っ
た
主
う
を

1
1標

本
論
に
益
面
的
に
依
存
し
て
い
る
こ
六
回
買
以
下
)
が
、
此
の
事
責
は
そ
の
企
闘
の
失
敗

E
最
も
明
瞭
に
示
す
も
の
と
宥
主
主
う
。

(
昭
和
二
十
三
年
一
月
八
日
)
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標
本
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化
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伺
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